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　鹿沼市は、麻の生産量日本一を誇る産地です。鹿沼の麻は、古くから「野州麻」と呼ばれ、
優れた品質が認められ、全国各地に出荷されてきました。かつて、麻は衣類や生活用品として、
さらには日本の伝統文化を支える、最も身近で、特別な繊維として、日本人の生活には欠かせ
ないものでした。
　この大いなる繊維「麻」の産地には、知られざる先人たちの努力と今日まで脈脈と伝わる麻
作りへの誇りがありました。

①種まき…春の彼岸ごろ種をまく。

特
集  

野
州
麻
を
守
る

麻栄業図（折本）　明治25年に描かれたもの。 当時の生産工程を詳細に知ることができる。

②麻抜き…根ごと引き抜く。

③麻切り・湯かけ…葉と根を切り、熱湯にくぐらせる。 ④麻干し…風通しの良い場所で、 自然乾燥させる。

⑤床まわし（床ぶせ）…水に浸し、ムシロをかぶせて
　　　　　　　　　　　表皮を発酵させる。

⑥麻ひき…麻の一端を折り、繊維をはぎとる。 さらに
　　　　　表皮を取り除く。

　

平
成
22
年
の
鹿
沼
市
の
麻
の
栽

培
面
積
は
、
446
ア
ー
ル
で
全
国
の

約
74
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。 鹿

沼
は

麻
生
産
日
本
一

野州麻

県別麻栽培面積
（平成22年）

県内内訳

総面積
約597
アール
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日
本
人
と
麻

１
万
年
前
か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
天
然
繊
維

古
代
か
ら

生
活
支
え
る
強
靭
な
繊
維

　

日
本
人
と
麻
の
関
わ
り
は
古

く
、
縄
文
時
代
の
極
め
て
早
い
時

期
（
約
１
万
年
前
）
に
は
既
に
日

本
の
広
い
地
域
に
生
育
し
て
い
た

こ
と
が
、
考
古
学
的
な
発
掘
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
縄
文

や
弥
生
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
麻

縄
や
編
み
物
、
布
片
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

神
聖
・
神
秘
の
植
物

麻
　

日
本
人
に
と
っ
て
、
麻
は
単
な

る
植
物
・
繊
維
で
は
な
く
、
神
秘

的
で
神
聖
な
力
を
持
つ
も
の
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

天
然
繊
維
の
中
で
最
も
強
く
、

短
期
間
で
大
人
の
背
丈
以
上
に
、

真
っ
直
ぐ
に
育
つ
。

　

こ
の
特
性
が
、
強
さ
や
神
聖
さ

の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

し
め
縄
や
鈴
緒
、
お
祓
い
に
用
い

る
「
大お

お

麻ぬ
さ

」
な
ど
に
は
麻
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
相
撲
力
士
の
最
高
位
、
横
綱

だ
け
が
締
め
る
こ
と
を
許
さ
れ
て

い
る
〝
横
綱
〟
も
麻
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

伝
統
と
文
化
を
守
る　

野
州
麻

　

下
駄
の
鼻
緒
の
芯
縄
や
、
大
凧

揚
げ
に
用
い
る
凧
糸
な
ど
伝
統
文

化
を
継
承
す
る
た
め
に
不
可
欠
な

麻
。
国
産
麻
の
生
産
量
が
激
減
し

て
い
る
現
在
、
野
州
麻
の
役
割
は

ま
す
ま
す

大
き
く
な

っ
て
い
ま

す
。

日
本
一
の
産
地
を
担
う

　
　
　
　
　
　

誇
り
と
使
命
感

県あさ振興連絡協議会
白澤　義司さん

Profile　●しらさわ　よしじ
昭和31年から家業を手伝い、
麻の生産を始める。平成24年
５月からは、栃木県あさ振興
連絡協議会会長を務める。

　

現
在
、
野
州
麻
を
生
産
し
て

い
る
農
家
は
県
内
で
17
軒
、
そ
の

う
ち
市
内
で
15
軒
と
な
っ
て
い
ま

す
。
麻
栽
培
に
は
、
毎
年
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
夏

の
暑
い
盛
り
の
作
業
は
楽
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
納
得
の
い
く
麻

が
で
き
、
由
緒
あ
る
神
社
に
奉
納

し
た
と
き
や
、
伝
統
文
化
を
担
う

人
た
ち
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
と
き
の
、
喜
び
は
ひ
と
し

お
で
す
。

　

皆
、
麻
作
り
を
愛
し
、
誇
り
を

持
っ
て
生
産
し
て
い
ま
す
。

「
と
ち
ぎ
し
ろ
」の
育
成

先
人
た
ち
の
努
力
に
感
謝

　

栃
木
県
で
は
、
昭
和
40
年
代
に

麻
の
盗
難
が
問
題
に
な
り
、
野
州

麻
が
、
心
な
い
人
々
に
よ
り
存
続

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
き
な
危
機
は
、
栃
木
県

農
業
試
験
場
の
尽
力
に
よ
り
、
無

毒
麻
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
が
開
発
さ

れ
解
決
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
や

先
輩
農
家
の
努
力
で
現
在
が
あ
る

と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

麻
づ
く
り
の
伝
統

次
世
代
へ
継
承

　

今
、
麻
農
家
で
も
高
齢
化
が
進

み
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
た
ち
の

努
力
で
築
か
れ
た
産
地
を
絶
や
さ

な
い
た
め
に
、
一
丸
と
な
っ
て
産

地
の
存
続
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

光沢ある野州麻の精麻
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麻
作
り
の
歩
み

麻
に
適
し
た
風
土
と
先
人
の
熱
き
思
い
が
結
実

稲
作
に
不
向
き
な
土
壌

農
村
を
支
え
た
麻
生
産

　

鹿
沼
市
の
中
央
部
か
ら
西
に

広
が
る
足
尾
山
麓
一
帯
は
、
稲
作

に
は
不
向
き
な
土
地
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
水
は
け
の
良

い
土
壌
で
夏
の
気
温
が
冷
涼
な
た

め
、麻
の
栽
培
に
は
適
し
て
お
り
、

か
つ
て
は
良
質
な
麻
の
一
大
産
地

で
し
た
。

　

麻
は
、
３
月
末
か
ら
４
月
の
初

め
に
種
を
ま
き
、
７
月
ご
ろ
に
収

穫
し
ま
す
。

　

生
育
が
早
い
一
方
で
天
候
に
左

右
さ
れ
や
す
く
、
雹ひ

ょ
う

害
な
ど
で
、

大
き
な
損
失
の
恐
れ
が
あ
る
作
物

で
す
。
ま
た
、
作
付
け
か
ら
収
穫
、

加
工
ま
で
そ
の
多
く
の
工
程
が
現

在
も
手
作
業
で
す
。

　

そ
れ
で
も
麻
栽
培
が
繁
栄
し
た

理
由
に
は
、
米
の
代
わ
り
と
な
る
、

換
金
性
の
高
い
「
麻
」
が
山
麓
一

帯
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た

と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。

大
革
新
を
も
た
ら
し
た

中な
か

枝つ
え

武た
け

雄お

氏
の
発
明

　　

明
治
15
年
、
口
粟
野
の
中
枝
武

雄
氏
が
大
麻
播
種
器
の
製
作
に

着
手
し
ま
す
。
数
十
回
の
試
作
を

重
ね
、
３
年
後
の
明
治
18
年
３
月

に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。「
中
枝
式
」

と
呼
ば
れ
る
画
期
的
な
も
の
で
し

た
。

【
中
枝
武
雄
】（
１
８
５
３
～
１
９
２
３
）

　

口
粟
野
に
郷
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ 

る
。
名
主
を
務
め
た
父
・
武た
け

躬み

の
意
思

を
継
ぎ
、「
わ
が
道
は
農
業
」
と
地
域

の
農
業
振
興
に
尽
力
。

　

播
種
器
に
は
、
種
を
入
れ
る
箱

に
車
輪
、
畑
に
溝
を
つ
け
る
爪
、

そ
し
て
柄
か
ら
成
り
ま
す
。
柄
を

引
っ
張
る
と
、
爪
で
つ
け
た
溝
に
、

一
定
の
間
隔
で
、
箱
か
ら
種
が
落

ち
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
枝
氏
の
発
明
に
よ
り
、
誰
で

も
簡
単
に
一
定
の
間
隔
で
種
を
ま

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
、
畝う

ね

立
て
と
種
ま
き
が
一

度
に
で
き
る
な
ど
、
作
業
効
率
が

大
幅
に
向
上
し
た
の
で
す
。
ま
た
、

麻
の
生
育
に
必
要
な
日
光
や
風
の

通
り
に
偏
り
が
な
く
な
り
、
管
理

の
軽
減
や
品
質
の
向
上
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
改
良
が
加
え
ら
れ
、
現

在
で
も
、
多
く
の
麻
農
家
が
播
種

器
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

中
なか

枝
つえ

式
しき

播
は

種
しゅ

器
き

技
術
を
次
世
代
へ

継
承
し
て
ほ
し
い

　

日
本
一
の
収
量
と
品
質
を
誇
る

「
野
州
麻
」。
そ
の
背
景
に
は
、
麻

作
り
に
力
を
注
い
だ
た
く
さ
ん
の

人
々
の
存
在
を
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

県
立
博
物
館
が
所
有
す
る
「
麻

の
生
産
用
具
」
は
、
収
集
時
の
聞

き
取
り
を
基
に
資
料
調
査
を
し
ま

し
た
。
道
具
一
つ
一
つ
を
見
て
も
、

先
人
た
ち
の
知
恵
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

麻
を
作
る
技
術
を
伝
承
す
る
こ

と
は
、
古
来
か
ら
伝
わ
る
麻
文
化

の
保
護
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

鹿
沼
の
皆
さ
ん
が
日
本
文
化
を

守
る
と
い
う
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
、
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

栃
木
県
立
博
物
館

　特
別
研
究
員

篠
﨑

　茂
雄
さ
ん

 
Interview

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

収穫期の麻畑
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産
地
の
熱
意
で
育
成

無
毒
麻
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」

　

昭
和
40
年
代
、
麻
の
盗
難
が
社

会
問
題
と
な
り
麻
農
家
を
悩
ま
せ

ま
し
た
。

　

地
元
農
家
の
強
い
要
望
を
受

け
、
栃
木
県
農
業
試
験
場
鹿
沼
分

場
は
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
無
毒

麻
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
の
生
育
に
成

功
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
麻
農
家
と

農
業
試
験
場
が
一
体
に
な
っ
て
研

究
を
重
ね
た
10
年
間
し
た
。

　

そ
の
後
、
わ
ず
か
２
年
で
県
内

の
す
べ
て
の
麻
が
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」

に
転
換
さ
れ
た
こ
と
で
も
、
産
地

の
み
な
さ
ん
の
熱
意
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
先
人
の
努
力
の
結
晶

を
守
る
た
め
、
農
業
試
験
場
で
は

現
在
も
、「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
の
無

毒
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
純
粋

な
種
の
栽
培
を
続
け
て
い
ま
す
。

栃
木
県
農
業
試
験
場 

研
究
開
発
部

星

　一か
ず

好よ
し

さ
ん

　平成20年１月、栃木県立博物館が系統
的に収集・整理した「野州麻の生産用具」
361点が、栃木県では初めてとなる国の重
要有形民俗文化財に指定されました。
　国内最大の麻の生産地である鹿沼市とそ
の周辺で収集され、この地域の麻生産の実
態を示すとともに、江戸時代以来の変遷を
示す重要な資料です。
　市内の農村部では懐かしい一般的な道具
ですが、麻作りの資料として高い評価を得
ています。

「野州麻の生産用具」は
　 　国の重要有形民俗文化財

「
野
州
麻
」
振
興
の
思
い

製
麻
工
業
を
起
業

　

国
策
と
し
て
麻
製
品
の
工
業
化

が
図
ら
れ
て
い
た
明
治
20
年
、
鹿

沼
に
「
下
野
麻
紡
織
会
社
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

【
鈴す
ず

木き

要よ
う

三ぞ
う

】（
１
８
３
８
～
１
９
０
４
）

日
光
奈
良
部
の
名
主
の
家
に
生
ま
れ
る
。

銀
行
開
設
な
ど
実
業
家
と
し
て
活
躍
す

る
傍
ら
、
県
会
議
員
と
な
り
、
地
元
の

振
興
に
貢
献
。

設
立
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、

日
光
奈
良
部
の
鈴
木
要
三
氏
。
地

元
の
特
産
品
で
あ
っ
た
「
野
州
麻
」

を
原
材
料
に
、
欧
米
に
負
け
な
い

麻
製
品
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
こ

の
会
社
の
設
立
に
は
、
地
元
麻
農

家
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、「
野

州
麻
」
を
用
い
た
製
品
の
製
造
に

成
功
。
軍
需
特
需
の
波
に
乗
り
、

急
速
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
改

称
や
合
併
を
経
て
、
現
在
も
鹿
沼

市
に
工
場
を
も
つ
帝
国
製
麻
株
式

会
社
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

明
治
32
年
以
降
は
、「
野
州
麻
」

は
使
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、

鹿
沼
は
「
野
州
麻
」
の
産
地
で
あ

る
と
と
も
に
、
製
麻
工
業
と
い
う

近
代
産
業
が
根
付
く
地
と
な
っ
た

の
で
す
。

【
下
野
麻
紡
織
会
社
】

（
明
治
末
～
大
正
期
の
写
真
）

播種器や鉄砲釜など、ほとんどが麻農
家からの寄贈の品。（県立博物館提供）

Close Up!
クローズ

アップ
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品
評
会
で
切
磋
琢
磨

生
産
農
家
の
士
気
向
上

　　

県
内
の
麻
生
産
者
で
組
織
す
る

栃
木
県
あ
さ
振
興
連
絡
協
議
会

は
、
毎
年
、
品
評
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
立
ち
毛
（
収
穫
前
の
畑

に
生
育
し
て
い
る
姿
）と
精
麻（
繊

維
に
加
工
さ
れ
た
状
態
）
の
品
評

会
を
行
い
、
最
も
優
秀
な
農
家
に

は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
が
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

生
産
農
家
に
と
っ
て
こ
の
品
評

会
は
、
腕
の
見
せ
所
。
丹
精
込
め

て
生
産
し
た
麻
を
競
い
合
う
こ
と

で
切
磋
琢
磨
し
、
互
い
の
士
気
が

高
ま
り
ま
す
。

　

女
性
た
ち
の
チ
カ
ラ
で

商
品
化
目
指
す

　

野
州
麻
を
利
用
し
た
麻
製
品
の

商
品
化
へ
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
精
麻
で
出

荷
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
商
品
と
し
て
付
加
価
値
を
付

け
て
、
産
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

農
閑
期
に
な
る
冬
、
婦
人
部
で

は
織
物
講
習
会
を
開
催
。
指
導
者

を
招
き
、
手
織
り
機
を
使
っ
て
、

バ
ッ
グ
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
コ
ー

ス
タ
ー
な
ど
を
作
製
し
て
い
ま

す
。

　

野
州
麻
を
椿
の
花
や
玉
ね
ぎ
の

皮
な
ど
で
染
色
し
、
自
然
の
風
合

い
を
大
切
に
し
た
製
品
づ
く
り
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
商
品
化
に
向

け
て
、
ま
ず
は
地
元
の
直
売
所
な

ど
で
の
販
売
を
足
が
か
り
に
し
よ

う
と
、
試
作
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
６
月
23
日
、
24
日
の
２
日

間
、
収
穫
を
目
前
に
し
た
麻
畑
の

広
が
る
永
野
地
区
を
中
心
に
「
第

１
回 

日
本
麻
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＆
フ
ォ
ー
ラ
ム
 in 

栃
木
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
下
永
野
の
麻
農

家
大
森
由
久
さ
ん
た
ち
が
発
足
さ

せ
た
日
本
麻
振
興
会
が
主
催
。

未来を見据えた　麻作り

産地の挑戦

大森　由久さん（下永野）

麻文化を
　全国に発信！

　

古
来
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
麻
文

化
を
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
で
す
。
産
地
な
ら
で
は

の
展
示
や
実
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

日
本
麻
振
興
会
の
発
足
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
は
、
大
森
さ
ん
の

「
麻
作
り
文
化
存
続
」
へ
の
熱
い

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
麻
の
可
能
性
は
限
り
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
全
国
の
産
地
と

利
用
者
・
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
作
り
を
目
指
し
ま
す
」
と
力
強

く
話
し
ま
す
。
大
森
さ
ん
の
挑
戦

は
、
今
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

Profile　●おおもり　よしひさ
江戸時代から続く麻農家の８代
目。今年５月に「日本麻振興会」
を結成し、会長に就任。

麻織物のバッグ（試作品）

Close Up!クローズアップ
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鹿
沼
の
里
に　

も
え
い
で
し

正
し
き
直
き　

麻
の
ご
と

世
の
人
草
の
鏡
と
も

い
ざ　

伸
び
ゆ
か
ん

ひ
と
す
じ
に

鹿
沼
市
立
北
小
学
校 

校
歌
よ
り

　
お
わ
り
に

　

市
内
に
は
、
歌
詞
に
「
麻
」
が

織
り
込
ま
れ
た
校
歌
や
「
麻
の
葉
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
校
章
を
持
つ

小
・
中
学
校
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

校
歌
や
校
章
に
は
、
麻
の
よ
う
に

強
く
丈
夫
に
、
す
く
す
く
と
成
長

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
を
始
め
た
６
月
下

旬
、
野
州
麻
の
生
産
地
、
永
野
地

区
を
訪
れ
る
と
、
人
の
背
丈
を
優

に
超
え
る
、
真
っ
直
ぐ
に
生
育
し

た
麻
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一

面
に
広
が
る
麻
畑
を
前
に
す
る

と
、
す
が
す
が
し
さ
と
同
時
に
、

古
く
か
ら
日
本
人
が
麻
へ
抱
い
て

い
る
畏
敬
の
念
を
実
感
し
ま
す
。

　

麻
作
り
に
は
、
先
人
た
ち
の
努

力
と
熱
意
の
歴
史
が
あ
り
ま
し

た
。「
麻
作
り
を
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
」
と
い
う
、
県
あ
さ
振
興

連
絡
協
議
会
会
長
の
白
澤
さ
ん
の

言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
思
い
こ
そ
が
、
麻
作
り
の
里 

鹿
沼
を
支
え
て
い
ま
す
。

野
州
麻
を
守
る　
　

完

　　　　　  2012.107



住民のチカラでまちをつくる
～自治基本条例制定から、市民活動へ～

　　　　　　　　　　　　　　　　
市民活動支援課まちづくり推進係　☎（63）2240

　４月１日から「鹿沼市自治基本条例」が施行されました。市民の声・意見をもとに、公募委員「鹿沼

市自治基本条例を考える会」が作成した、市民手づくりの条例です。条例の制定はゴールではなくスター

トラインです。この条例を踏まえ、市民協働のまちづくりが行われます。

　現在、自治基本条例の理念の下、実施策として行われている「まち変“ふらっと”フォーム事業」「高

校生アイディア会議」「地区モデル事業」の活動を取り上げます。

考
え
る
チ
カ
ラ

ま
ち
変
“
ふ
ら
っ
と
”

フ
ォ
ー
ム
事
業

　
「
ま
ち
を
変
え
る
人
＝
ま
ち
変
人
」
に

よ
る
、
ア
イ
デ
ア
交
換
と
交
流
を
実
施

中
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
会
議
は

参
加
者
が
発
言
し
や
す
い
よ
う
に
、
和

や
か
な
雰
囲
気
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
が
企
画
立
案
か
ら
実
行
ま
で

を
行
う
ア
イ
デ
ア
事
業
と
し
て
、「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
」「
路
地
裏
マ
ッ
プ
づ

く
り
」「
カ
ヌ
マ
大
学
」
な
ど
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

若
い
チ
カ
ラ

高
校
生
ア
イ
デ
ィ
ア
会
議

　

条
例
で
は
、
鹿
沼
市
の
将
来
を
担
う

「
子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
市
内
４
校
を
中
心

に
生
徒
が
集
ま
り
、
高
校
生
目
線
で
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
提

案
か
ら
、
企
画
立
案
、
実
行
ま
で
を
高

校
生
自
ら
が
行
い
ま
す
。

　

現
在
「
市
内
４
校
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
」

「
地
産
地
消
の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
」「
ま

ち
歩
き
情
報
紙
」「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
づ
く

り
」
の
４
班
に
分
か
れ
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
！
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ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
が
集
結
！

か
ぬ
ま
全
国
ま
ち
変
サ
ミ
ッ
ト

　

各
地
の
ま
ち
づ
く
り
実
践
者

が
集
ま
り
、
地
域
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

ま
す
。
素
敵
な
鹿
沼
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

11
月
10
日

（土）

と
こ
ろ　

屋
台
の
ま
ち
中
央
公

　
　
　
　

園
・
屋
台
展
示
館　

　
　
　
　

ほ
か

分
科
会　

午
後
１
時
30
分
～

１
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

２
、
遊
学
の
ス
ス
メ

３
、
ま
ち
デ
ザ
イ
ン

４
、
自
然
力

　
　

ヒ
ト
・
自
然
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

懇
親
会　

午
後
５
時
30
分
～　

定　

員　

150
人

参
加
料　

無
料
（
懇
親
会
参
加
料

　
　
　
　

４
，
０
０
０
円
）

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

か
ぬ
ま
市
民
活
動
広
場
ふ
ら
っ
と

☎
（60）
２
２
１
２

地
域
の
チ
カ
ラ

地
区
モ
デ
ル
事
業

　

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、

モ
デ
ル
地
区
で
ア
イ
デ
ア
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
加

蘇
・
永
野
・
ま
ち
な
か
の
３
地
区

が
モ
デ
ル
地
区
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
人
が
集

ま
り
、
産
業
や
自
然
な
ど
の
地
元

資
源
の
活
用
や
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
加
蘇
地
区
で
は
「
古
民

家
活
用
」「
加
蘇
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
」
な
ど
を
実
施
。
永
野
地
区
で

は
「
夢
の
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」「
匠

の
人
の
講
習
会
」
な
ど
を
計
画
中

で
す
。

　条例作りでは意見交換会やアンケー
トを行い、市民が日ごろ思っているこ
とを取り入れるよう心掛けました。こ
のときのような、「自由に発言できる
場をもっと続けていきたい」という思
いから「まち変」は始まっています。
　「まち変」には、さまざまな職業や
年齢の人たちが集まります。参加者か
ら「普段知り合えない人とのつながり
が、たくさんできた」という声も聞き
ます。人と人とのつながりがあるまち
は魅力的です。その輪は少しずつ広
がっています。
　今は話し合いから、実施策へと動き
出すとき。企画で終わらせず実行へ、
そしてそれを持続させるにはどうすれ
ばいいかと、壁にぶつかりながら考え
ています。一人ひとりがまちづくりへ
の意識を高め、考え、試行錯誤してい
くことが大切だと思います。

まちづくりに大切なのは
住民一人ひとりの意識

８月15日に開催された加蘇サマーフェスタ

井上　玉枝さん（上野町）

Profile　●いのうえ　たまえ
「自治基本条例を考える会」で委員を経
験後、「まち変」の運営を担当

住民のアイデアから生まれた
加蘇サマーフェスタ

　モデル地区の一つ、加蘇地区では、地区アイデア会議「加
蘇アイ」を行っています。そこで「地域全体が参加できる
盆踊り」として企画されたのが、「加蘇サマーフェスタ」で
した。
　会議に参加した、地元の消防団を中心とした若手グルー
プが企画。自治会などの協力を得て、運営までを担いました。
　今回地域の活性化が、地元の若者の手で行われました。
今後、このような取り組みが各地区に広がることで、住民
のチカラによるまちづくりが実現していきます。

　　　　　  2012.109



広島平和記念式典派遣団報告

　

８
月
６
日
、
広
島
で
は
67

回
目
の
「
原
爆
の
日
」
を
迎

え
ま
し
た
。

　

鹿
沼
市
で
は
、
平
成
９
年

か
ら
毎
年
、
中
学
生
を
広
島

に
派
遣
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
尊
さ
を
肌
で
学
ん

で
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
、

原
子
力
や
放
射
能
の
問
題
が

依
然
と
し
て
続
く
な
か
、
今

年
も
20
人
の
生
徒
が
広
島
を

訪
れ
、
広
島
平
和
記
念
式
典

に
参
加
し
ま
し
た
。

派
遣
日
程

８
月
５
日

（日）
～
７
日

（火）

１
日
目　

平
和
記
念
資
料
館
、
平
和
記
念

　
　
　
　

公
園
、
原
爆
ド
ー
ム
等
見
学

２
日
目　

平
和
記
念
式
典
参
列

　
　
　
　

灯
ろ
う
流
し
参
加

３
日
目　

原
爆
の
子
の
像
に
折
鶴
奉
納

　
　
　
　

被
爆
体
験
講
話
学
習

派
遣
団

団
長

　

鈴
木　

改
子
（
南
押
原
中
校
長
）

団
員

　

中
学
校
３
年
生　

20
人

　

東　

中　
　

山
本　

紘
夢　
　

藤
ヶ
枝
大
貴

　
　
　
　
　
　

小
野　

晴
子　
　

青
木　

瑞
季

　

西　

中　
　

笹
川
祥
太
郎　
　

大
門　

稜
平

　
　
　
　
　
　

沼　

侑
可
子

　

北　

中　
　

小
沼　

宏
紀　
　

渡
辺　

菜
緒

　
　
　
　
　
　

渡
辺　

真
由

　

北
犬
飼
中　

和
久
井
雄
太　
　

尾
花　

美
紀

　

北
押
原
中　

渡
辺　

宏
樹　
　

柴
田
紗
莉
菜

　

加
蘇
中　
　

小
林　

優
太

　

板
荷
中　
　

松
倉　

涼
太

　

南
摩
中　
　

若
林
実
理
乃

　

南
押
原
中　

木
村　

智
也

　

粟
野
中　
　

金
子　
　

輝　
　

栃
木　

結
葵

引
率
者

　

石
川　

洋
一 

（
加
蘇
中
教
諭
）

　

髙
橋
奈
穂
子 

（
東
中
教
諭
）　

総務課総務係　☎（63）2138
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平和記念資料館

　平和記念資料館には、さまざまな遺品や写真、模型
などがありました。なかには目を背けたくなるような
ものもありましたが、それぞれの展示品からメッセー
ジを感じることができました。

灯ろう流し

　平和記念式典が行われた日の夜に原爆ドーム周辺で
行われる灯ろう流しに参加しました。二人一組で灯ろ
うに「平和への願い」を込めたメッセージを書いて、
元安川に流しました。

原爆の子の像

　平和記念公園内にある原爆の子の像に、各中学校で
折った千羽鶴を奉納しました。式典の翌日だったこと
もあり、色鮮やかな千羽鶴が数多く奉納されていて、
多くの人々が平和な未来を願っていることを実感でき
ました。

被爆体験講話学習

　小学校３年生だった８歳のとき、爆心地から１km
離れた自宅で被爆した、奥田榮さんの体験談を聞きま
した。
　奥田さんは、「暴力、武力は絶対いけない。みんな
仲良くしなければいけない」と強く語っていました。

　　　　　  2012.1011



新婚 ・金婚
人生２人３脚

　No.167

楡木町
片見　　博さん（90歳）
　　　知子さん（90歳）
結婚記念日 ： 昭和24年７月２8日

◀
会
社
の
創
立
記
念
式
典
で（
平
成
４
年
）

締切は１歳の誕生日。右記のものを郵送または持参してください。　○赤ちゃんの写真（裏面に名前） ○お子さんの名前（ふりがな）、 性別、誕生日、住所、電話番号、保護者の氏名を書いた『メモ書き』　 〒322-8601 鹿沼市今宮町1688-1 広報広聴係「我が家のアイドル係」

このコーナーは1歳を迎えた
お子さんが登場します。

我が家の

アイドルアイドル
※８月１日生～８月31日生掲載

　 

「
日
本
の
伝
統
文
化
を
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
話

す
久
保
沙
織
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
高
校
生
の
と
き
に
茶
道
を
始
め
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
興
味
を
持
っ
た
久
保
さ
ん
。
今
は
巫
女
と
し

て
、
御
祈
祷
の
補
助
や
掃
除
、
お
守
り
の
授
与
を
し

て
い
ま
す
。
難
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
神
社
独
特
の

作
法
と
、御
祈
祷
で
舞
う
神
楽
舞
。伝
統
的
な
舞
は
、

先
生
も
「
難
し
い
」
と
言
う
ほ
ど
で
す
。

　
今
は
寮
生
活
。
休
日
に
は
友
達
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
出
か
け
た
り
、
両
親
と
神
社
巡
り
を
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　「
参
拝
者
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
ま
ず
は
自
分
が
笑
顔
で
い
た
い
」
と
張
り

切
る
久
保
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
す
て
き
な
笑
顔
で

皆
さ
ん
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

　
二
人
と
も
お
元
気
に
90
歳
を
迎
え
ら
れ
た
、
片

見
さ
ん
ご
夫
妻
を
紹
介
し
ま
す
。

　
結
婚
後
、
博
さ
ん
は
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
自
治

会
や
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
地
域
活
動
も
熱
心
に

行
い
ま
し
た
。
82
歳
ま
で
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
た
博

さ
ん
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
も
、
そ
の
経
験

を
生
か
し
て
今
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
活
動
が
忙
し
い
博
さ
ん
に
代
わ
っ
て
家

業
を
守
り
、
仕
事
一
筋
だ
っ
た
知
子
さ
ん
。
博
さ

ん
に
誘
わ
れ
55
歳
に
な
っ
て
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め

ま
し
た
。

　
二
人
の
楽
し
み
は
、
毎
日
の
晩
酌
。
二
人
で
酌

み
交
わ
す
日
本
酒
は
、
長
生
き
の
秘
訣
だ
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
末
永
く
お
幸
せ
に
。

ひろし

ち　か

さ  おり

か
ぐ
ら
ま
い

身長…162cm　血液型…Ａ型
趣味…イラストを描くこと
好きな食べ物…お寿司

久保　沙織さん（20歳・西沢町）

古峯神社

プ
ロ
フ
ル

せ    なつばさ なつ  と
上殿町
吉田　翼くん
（H23.8.1生）

御成橋町２丁目
佐藤　晴翔くん
（H23.8.2生）

日吉町
小平　夏斗くん
（H23.8.3生）

りん  かあい  る りょう ま
緑町３丁目
高橋　藍瑠ちゃん
（H23.8.10生）

こと  ね
楡木町
神山　琴音ちゃん
（H23.8.7生）

東町２丁目
徳原　稟夏ちゃん
（H23.8.10生）

上殿町
大柳　遼真くん
（H23.8.12生）

ゆう  きはる  き
万町
福田　明輝くん
（H23.8.13生）

府所町
加藤　裕葵くん
（H23.8.15生）

のぞむ
日吉町
小野﨑　望くん
（H23.8.15生）

あいあきひと りん
仁神堂町
相良　誠人くん
（H23.8.18生）

坂田山３丁目
髙田　愛ちゃん
（H23.8.19生）

とも  や
西茂呂３丁目
大平　智也くん
（H23.8.17生）

深程
大貫　凛ちゃん
（H23.8.21生）

あや  と けい  か
東町１丁目
坪子　慧香ちゃん
（H23.8.31生）

なつ  は
玉田町
宇塚　捺葉ちゃん
（H23.8.22生）

麻苧町
加藤　綾人くん
（H23.8.22生）

そう  た
深津
若林　奏太くん
（H23.8.6生）

か　ほら   ら
笹原田
兼目　徠愛ちゃん
（H23.8.4生）

村井町
鈴木　香帆ちゃん
（H23.8.6生）

今宮町
山野井　チイさん
（T１．8.11）

千渡
小松　フミさん
（T1.8.28）

北半田
中田　豊さん
（T1．8．22）　　　　　　　　　　　　22）

長寿をお祝いするコーナーです。長寿をお祝いするコーナーです。

おめでとうございます。おめでとうございます。

やま  の  い

こ  まつ

なか だ ゆたか
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楡木町
片見　　博さん（90歳）
　　　知子さん（90歳）
結婚記念日 ： 昭和24年７月２8日

◀
会
社
の
創
立
記
念
式
典
で（
平
成
４
年
）

締切は１歳の誕生日。右記のものを郵送または持参してください。　○赤ちゃんの写真（裏面に名前） ○お子さんの名前（ふりがな）、 性別、誕生日、住所、電話番号、保護者の氏名を書いた『メモ書き』　 〒322-8601 鹿沼市今宮町1688-1 広報広聴係「我が家のアイドル係」

このコーナーは1歳を迎えた
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我が家の

アイドルアイドル
※８月１日生～８月31日生掲載
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介
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。
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。
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独
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小野﨑　望くん
（H23.8.15生）

あいあきひと りん
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やま  の  い

こ  まつ
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名匠
　「ものづくりのまち鹿沼」を熟練の技で牽引する
“鹿沼の名匠”。
　鹿沼の産業や文化の振興を担うその技と心意気
を紹介します。

の鹿沼
鹿沼市認定

vol.4

プロフィル
昭和20年、油田町生まれ。
10年間、東京で板金修業の後、青和現代彫刻
㈱で、金型、モニュメント、オブジェなどを
手がけている。

建築金物製作
　　 小薬　保

や す

司
じ

 さん
（旭が丘）　　

俳
壇
・
歌
壇
・
川
柳
を
は
が
き
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

締
切
は
毎
月
25
日（
到
着
分
）で
す
。

〒
322
―

８
６
０
１ 

今
宮
町
１
６
８
８
―

１

広
報
広
聴
係（
応
募
部
門
を
明
記
）

明
日
あ
る
を
知
り
つ
つ
草
引
く
存
分
に
疲
労
重
ね
る
八
十

六
歳
の
わ
れ 
上
日
向

　畠
山

　ト
ミ

猛
暑
日
は
夜
半
に
な
る
に
も
収
ま
ら
ず
す
ま
し
顔
す
る
満

月
に
逢
う 

深

　津

　田
崎

　テ
ル

救
急
車
の
音
聞
く
度
に
人
事
と
思
え
ぬ
わ
が
身
猛
暑
に
耐

え
る 

西
沢
町

　広
田

　サ
ダ 

歌
会
も
勉
強
会
も
行
け
ず
居
て
「
富
弘
」
詩
画
集
に
わ
れ

は
奮
起
す 

幸
町
二
丁
目

　安
良
岡
レ
ン

毎
日
の
酷
暑
に
あ
い
ぐ
日
の
中
は
畑
に
も
ゆ
け
ず
仕
事
に

な
ら
ず 

板

　荷

　福
田

　カ
ツ

蛍
ひ
と
つ
即
か
ず
離
れ
ず
つ
き
く
る
は
去
年
に
逝
き
た
る

姉
か
も
し
れ
ぬ 

上
南
摩
町

　石
塚
三
代
子

夜
干
し
せ
る
笊
一
杯
の
梅
干
が
月
照
る
軒
に
し
る
く
匂
へ

り 

上
石
川

　柴
原

　愛
子

唐
突
に
介
護
保
険
証
届
き
た
り
己
が
齢
を
強
く
意
識
す

 

深

　津

　瓦
井

　朝
子

新
涼
や
千
年
の
榧
天
を
突
く

北
半
田

　大
木
し
げ
子

秋
立
つ
と
友
の
文
来
る
草
書
体

み
な
み
町

　田
村

　フ
サ

盆
供
養
母
へ
一
句
を
供
え
け
り

西
茂
呂
三
丁
目

　北
方

　
　清

青
葉
木
菟
ひ
と
り
夕
餉
の
身
と
な
り
ぬ

栃

　窪

　大
貫

　あ
き

出
穂
を
待
つ
青
田
の
上
に
鷲
が
舞
う日

吉
町

　新
村
シ
ヅ
エ

田
園
へ
孫
子
連
れ
て
の
稲
子
取
り

貝
島
町

　髙
橋

　
　守

大
き
さ
の
同
じ
虫
咬
む
子
か
ま
き
り

御
成
橋
町
一
丁
目

　増
田

　
　仁

紫
陽
花
に
足
を
と
ら
れ
る
夫
婦
づ
れ府

所
町

　菊
地

　十
造

か
や

あ
お   

ば    

ず    

く

盆
が
く
る
夫
婦
兄
弟
仲
直
り

上
殿
町

　小
暮

　靖
子

杖
持
て
ば
歳
を
は
っ
き
り
自
覚
す
る

下
奈
良
部
町

　小
野
口

　博

そ
の
場
だ
け
繕
い
火
種
先
送
り

見

　野

　松
永

　
　勉

長
寿
国
、
中
の
一
人
に
お
れ
が
い
る

　

西
沢
町

　石
原

　国
守

立
ち
上
が
る
膝
の
機
嫌
を
聞
い
て
か
ら

御
成
橋
町
一
丁
目

　金
子

　直
美

決
め
ら
れ
る
政
治
を
早
く
見
た
い
も
の

樅
山
町

　田
中

　利
平

ケ
ー
タ
イ
を
持
っ
て
自
由
を
奪
わ
れ
る

中
田
町

　中
西

　隆
雄

一
番
が
明
日
は
二
番
に
な
る
猛
暑

上
野
町

　高
橋

　正
光

ひ
ざ

き  

げ
ん

つ
く
ろ

ひ  

だ
ね

あ

ひ
と
ご
と

ざ
る

よ
わ
い

つ

こ  

ぞ

い
な  

ごめ
お
と

ゆ
う  

げ

あ
じ
さ
い

東   

京
駅
の
丸
の
内
駅
舎
で
は
、

大
正
３
年
の
創
建
当
時
の
姿

を
保
存
・
復
元
す
る
た
め
の
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

復
元
を
終
え
た
ド
ー
ム
屋
根
の
先

端
部
に
は
、
小
薬
保
司
さ
ん
の
職

人
技
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
特
殊
な
成
形
だ
っ
た
の
で
、

何
度
も
何
度
も
試
作
を
重
ね
、
と

て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
納
品
し
た

と
き
の
安
堵
感
は
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
」
と
100
年
先
ま
で
残

る
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
充
実
感
を

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

小
薬
さ
ん
は
、
建
築
用
語
で

「
役や

く

物も
の

」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
形

の
も
の
を
数
多
く
手
が
け
て
い
ま

す
。
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え
け
り

西
茂
呂
三
丁
目

　北
方

　
　清

青
葉
木
菟
ひ
と
り
夕
餉
の
身
と
な
り
ぬ

栃

　窪

　大
貫

　あ
き

出
穂
を
待
つ
青
田
の
上
に
鷲
が
舞
う日

吉
町

　新
村
シ
ヅ
エ

田
園
へ
孫
子
連
れ
て
の
稲
子
取
り

貝
島
町

　髙
橋

　
　守

大
き
さ
の
同
じ
虫
咬
む
子
か
ま
き
り

御
成
橋
町
一
丁
目

　増
田

　
　仁

紫
陽
花
に
足
を
と
ら
れ
る
夫
婦
づ
れ府

所
町

　菊
地

　十
造

か
や

あ
お   

ば    

ず    

く

盆
が
く
る
夫
婦
兄
弟
仲
直
り

上
殿
町

　小
暮

　靖
子

杖
持
て
ば
歳
を
は
っ
き
り
自
覚
す
る

下
奈
良
部
町

　小
野
口

　博

そ
の
場
だ
け
繕
い
火
種
先
送
り

見

　野

　松
永

　
　勉

長
寿
国
、
中
の
一
人
に
お
れ
が
い
る

　

西
沢
町

　石
原

　国
守

立
ち
上
が
る
膝
の
機
嫌
を
聞
い
て
か
ら

御
成
橋
町
一
丁
目

　金
子

　直
美

決
め
ら
れ
る
政
治
を
早
く
見
た
い
も
の

樅
山
町

　田
中

　利
平

ケ
ー
タ
イ
を
持
っ
て
自
由
を
奪
わ
れ
る

中
田
町

　中
西

　隆
雄

一
番
が
明
日
は
二
番
に
な
る
猛
暑

上
野
町

　高
橋

　正
光

ひ
ざ

き  

げ
ん

つ
く
ろ

ひ  

だ
ね

あ

ひ
と
ご
と

ざ
る

よ
わ
い

つ

こ  

ぞ

い
な  

ごめ
お
と

ゆ
う  

げ

あ
じ
さ
い

設 

計
図
を
も
と
に
、
素
材
を

カ
ッ
ト
し
、
叩
い
て
成
形

し
て
い
く
作
業
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
で

力
強
い
ハ
ン
マ
ー
の
音
と
と
も

に
、
平
ら
な
板
が
少
し
ず
つ
曲
面

を
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

使
用
す
る
素
材
は
鉄
、
ア
ル
ミ
、

銅
、
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
知
り

尽
く
さ
な
け
れ
ば
、
思
い
通
り
の

３
次
元
の
曲
線
や
曲
面
に
仕
上
げ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
長
年
の

経
験
で
習
得
し
た
独
自
の
手
加
工

で
、
求
め
ら
れ
る
形
に
仕
上
げ
て

い
き
ま
す
。

　
「
若
い
と
き
の
修
業
が
、
今
の

自
分
を
支
え
て
い
ま
す
。
先
輩
た

ち
に
し
っ
か
り
基
礎
を
仕
込
ま
れ

ま
し
た
。
初
め
て
仕
事
を
任
さ
れ

た
と
き
、
自
信
が
持
て
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

複 
雑
で
細
か
い
サ
イ
ズ
指
定

の
注
文
。
試
作
ば
か
り
で

ム
ダ
を
出
し
て
は
、
利
益
に
つ
な

が
ら
な
い
。
正
確
な
製
品
を
、
い

か
に
効
率
よ
く
製
作
す
る
か
が
問

わ
れ
ま
す
。

　

小
薬
さ
ん
の
手
が
け
る
作
品

は
、
あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ど
こ
か
で

出
会
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

設
計
図
を
も
と
に
、
実
物
大
の
型
を
作

成
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
成
形
し
て
い
き

ま
す
。

金型からモニュメントまで、複
雑な成形は小薬さんの腕の見せ
どころ。
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　鹿沼市と壬生町の児童による「鹿沼ベリーズ」が、第26回全日本小学生女子ソフトボー
ル大会で優勝し、８月10日に凱旋パレードが行われました。たくさんの市民が集まり、優
勝を祝福しました。

平野選手、銀メダルおめでとう！
― ロンドンオリンピック凱旋パレード ―

　ロンドンオリンピックの卓球女子団体で、日本卓球史上初の
銀メダルを獲得した平野早矢香選手をたたえ、８月17日、凱旋
パレードが行われました。沿道には約5,000人の市民やファンが
駆け付け、「銀メダルおめでとう」「感動をありがとう」と声援
を送りました。

夏のにぎわい　新・鹿沼宿
― 納涼盆踊り＆街娘ゆかたコンテスト－

　８月４・５日の２日間、まちの駅 新・鹿沼宿
で、初めての盆踊りが行われました。
　芝生広場にやぐらを組み、軽快なお囃子が鳴り
響く中、踊り手の大きな輪が広がりました。
　４日は、盆踊りに先立ち、市内若手経営者でつ
くる「ＤＡＮＮＡＶＩＳＩＯＮ」が、ゆかたコンテ
ストを開催。中高生を中心に21人の女性が参加し
ました。色鮮やかな浴衣姿や特技などを披露、３
人が街娘に選ばれました。
　真夏の新・鹿沼宿は、子どもから大人まで大勢
の人でにぎわいました。

鹿
沼
ベ
リ
ー
ズ
が

全
国
大
会
で
優
勝
！

　
　 

︱ 

全
日
本
小
学
生
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

︱
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と き ところ 受付時間
40歳以上 30歳以上 20歳以上

検診機関生涯1回 毎年1回 2年に1回
肝炎ウイルス 特定健診 胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮がん

10月14日（日） 東大芦コミュニティセンター

午前8時30分～11時

○ ○ ○ ○ ＣＴ
宇都宮健康クリニック

21日（日） 菊沢コミュニティセンター ○ ○ ○ ○ ＣＴ ○ ○
24日（水） 職業訓練センター ○ ○ 間接 ○ ○

栃木県保健衛生事業団
11月４日（日） 南摩コミュニティセンター ○ ○ ○ ○ ＣＴ

10日（土） 市民情報センター ○ ○ ＣＴ ○ ○ 宇都宮健康クリニック

受診方法・申込　●集団がん検診は予約制です
　定員になり次第締め切りますので、早めに健康増進係
へお申し込みください。申込者には検診日の 1 週間くら
い前に問診票および検査用容器などを送付します。
　特定健診の受診には、各健康保険組合発行の受診券
が必要です。

自己負担金
胃・大腸・子宮がん検診 ………………  無  料
肺がん検診（間接：Ｘ線間接撮影）…  無  料
　　〃　　（ＣＴ：ヘリカルＣＴ）…2,000円
乳がん検診（40歳以上）…1,000円（マンモグラフィ＋超音波）
　　〃　　（30歳代）･…… 500円（超音波検査のみ）

健康課健康増進係　☎（63）8311集団がん検診・特定健診・肝炎ウイルス検診

　　離 乳 食 教 室 健康課母子健康係　☎（63）2819
と　き　10月26日（金） 午後１時15分～３時30分
ところ　市民情報センター3階　学習室4
内　容　離乳食の講話・調理と試食
対　象　平成24年2月・3月生まれの乳児と保護者
持ち物　母子健康手帳・エプロン・三角巾・おぶいひも
　　　　お子さんのスプーン
申　込　電話で母子健康係へお申し込みください。

　　　 新米パパママ学級
健康課母子健康係　☎（63）2819

●新米パパママ学級（要予約）
内　　容 日　程

前
期

＊妊娠中の体の変化と胎児の成長
＊妊娠中の食生活、妊婦体操
＊出産のためのリラクゼーション

10月３日（水）
12月７日（金）

後
期

＊パパとママの子育て
＊赤ちゃんのお風呂入れ体験

11月29日（木）
１ 月24日（木）

と　き　午後１時30分～３時30分 

●パパとママの子育てコース（要予約）
　実際に出産や子育てを体験したパパママとお話しし
て、気になることを聞いてみましょう。
と　き　10月31日（水）　午後1時30分～3時
ところ　市民情報センター２階　
対　象　妊婦とその家族　持ち物　母子健康手帳

１０月は｢正しい犬の飼い方強調月間｣です！
健康課健康増進係　☎(63)8311

●犬の登録・狂犬病予防注射は済んでいますか？
　犬を飼っている人は、犬の登録（生涯１回）と狂犬病
予防注射（毎年１回）が義務づけられています。
登　録・・・健康増進係（情報センター３階）または市内
　　　　 の動物病院等で登録できます
　　　　  料金 　3,000円
注　射・・・市内の動物病院等で注射をしてください。
　　　　  料金 　注射をする動物病院等にお問い合せ
　　　　　　　  ください。
※犬の死亡や飼い主の変更などがある場合は、健康増

進係へご連絡ください。
　　　  リードをつけて散歩をしましょう！　
　　　  ふん尿は放置しない！

　 2 歳 児 教 室
健康課母子健康係　☎（63）2819

と　き　１回目10月23日（火）・２回目11月27日(火)
　　　　受付　午前９時30分～10時
　　　　教室　午前10時～11時30分
ところ　市民情報センター２階 
内　容　１回目　歯科検診・講話・ブラッシング指導
　　　　２回目　身体測定・講話・クッキング体験
対　象　平成22年10･11月生まれ
持ち物　母子健康手帳・お子さんの歯ブラシ　
申　込　電話で母子健康係へお申し込みください。
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結　核　検　診　　　健康課健康増進係　☎（63）8311　　
　レントゲン車が各地区を巡回します。肺がん検診を受診した人は、この結核検診を受ける必要はありません。

日　程 午前８時30分～９時10分 ９時30分～10時10分 10時30分～11時10分 11時30分～午後０時10分 １時30分～２時10分 ２時30分～３時10分

10月２日(火) 石裂公民館 上久我
早川一夫　様方

加蘇
コミュニティセンター

東大芦
コミュニティセンター 野尻公民館 出会いの森

なごみ館

29日（月） 市民文化センター
休日夜間診療所前 東小学校　西門 市民情報センター北側入口

（午前10時30分～午後０時10分）
市役所

南側駐車場
東部台

コミュニティセンター

30日（火） 佐目集会所 南摩
コミュニティセンター 西沢1区公民館 西沢町

石川勝男　様方
旭ヶ丘運動公園野球場

入口

11月12日（月） 草久上原山
バス停隣駐車場

西大芦東
生活改善センター

上大久保
中里信利　様方

引田
生活向上センター

下沢
日野屋酒店

笹原田
火の見跡

持ち物　受診票（各地区ごと順に同時配布します）
参加料　無料
申　込　不要

受診方法　胸部レントゲン撮影（1枚）
対　象　①65歳以上
　　　　②15歳以上65歳未満の受診希望者
　　　　　※ただし、会社等で受診しない人

高齢者・幼児（任意接種）インフルエンザ予防接種 　　
健康課健康増進係 ☎（６３）８３１１

　季節性インフルエンザ予防接種費の一部を補助します。インフルエンザの予防接種は流行前に受けましょう！
●助成の内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※高齢者インフルエンザの接種希望者で、市外の病院、老人保健施設等へ入院、または入所している人は健康課へお
問い合わせください。　

●実施医療機関一覧表
医療機関名 高齢者 幼児 電話番号

青 木 医 院 〇 （６５）１５４３
あきば内科循環器科クリニック 〇 〇 （６０）７８１０
荒 井 内 科 〇 （６２）７５２３
荒 木 医 院 〇 〇 （６４）２７７５
飯 岡 小 児 科 〇 〇 （６５）３２５７
池 田 脳 神 経 外 科 〇 （６３）１３３３
池 森 外 科 医 院 〇 〇 （６４）３４５６
石 川 医 院 〇 〇 （７６）３１４５
石川整形外科クリニック ○ （６３）０１２３
いとうこどもクリニック 〇 〇 （６３）５５６６
伊 藤 内 科 〇 （６４）７２４１
宇 賀 神 内 科 外 科 〇 （６０）６３００
大 井 田 医 院 〇 〇 （６４）２０７７
大 谷 医 院 〇 （６４）１１０１

●接種を受けることができない人
①明らかに発熱のある人（体温が 37.5℃を超えている人）　　　
②重い急性疾患にかかっている人　　　　　　　　　
③インフルエンザ予防接種に含まれる成分によって、強いアレルギー反応を起こしたことがある人
④そのほか医師が不適当な状態と判断した人

医療機関名 高齢者 幼児 電話番号
大 谷 ク リ ニ ッ ク 〇 （６２）２５４９
大 野 医 院 〇 （６５）３６６１
小川こどもクリニック 〇 （７４）５４２１
奥 山 医 院 〇 〇 （６４）２２０７
小野内科循環器科医院 〇 〇 （６４）３３８５
上 都 賀 総 合 病 院 ○ 〇 （６４）２１６１
金 子 医 院 〇 〇 （８５）３２２０
北 川 医 院 〇 〇 （７７）２０１２
宮 司 外 科 胃 腸 科 〇 ○ （６２）６２２２
倉持整形外科鹿沼 〇 （６３）３３００
けやき坂クリニック 〇 （６２）８８０８
小 池 医 院 〇 〇 （６０）１３００
小林産婦人科医院 〇 （６５）７７８８
小 松 医 院 〇 ○ （６０）５５１５

医療機関名 高齢者 幼児 電話番号
御 殿 山 病 院 〇 （６４）２１３１
さつきクリニック 〇 〇 （７６）３３１３
鈴 木 内 科 〇 〇 （６４）３６６７
高 橋 外 科 胃 腸 科 〇 （６２）９７００
竹村内科腎クリニック 〇 〇 （６０）７５７７
仁神堂クリニック 〇 〇 （６５）２８８１
にれぎクリニック 〇 〇 （７５）１５０６
布 川 小 児 科 〇 〇 （６４）２４７２
細川耳鼻咽喉科内科 〇 ○ （６４）３３８７
細川内科外科眼科 〇 〇 （６０）１６００
山 口 内 科 医 院 〇 〇 （６３）３０３０
山 崎 内 科 医 院 〇 （６４）３２６１
西方病院（西方町） 〇 〇 ０２８２（９２）２３２３
高橋医院（西方町） 〇 ○ ０２８２（９２）７０３１
　

高齢者インフルエンザ 幼児インフルエンザ（任意接種）
接種期間 10月１日～12月31日

対象者

市内に住所を有し、以下に該当する人
Ⅰ　接種日に満65歳以上の人
Ⅱ　接種日に満60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免
疫不全ウイルスによる免疫機能障害がある、身体障害者手帳１級
の人（Ⅱに該当する人には10月上旬に受診券を送付します。）

満１歳から小学校就学前の幼児

助成額

2,000 円　（１人当たり、１年度内１回） 2,000 円　（１人当たり、１年度内２回まで）
生活保護を受けている人は、全額助成
生活保護法による医療扶助受給資格者証（休日・夜間等緊急用）を
医療機関に提示してください。

下記の実施医療機関での接種に限り、助成の
対象になります。
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市民健康フォーラム ２０１２
上都賀郡市医師会事務局　☎（６４）５１４１
　　　　　　　　　　　ＦAX（６３）４９４５

　栃木県医師会が推進する地域保健活動推進事業の一
環として、市民の健康増進を目的に講演会を開催します。
と　き　11月18日（日）午後１時～３時
ところ　市民情報センター５階マルチメディアホール
演　題　「肺の生活習慣病　ＣＯＰＤ」
講　師　坂東　政司 先生
　　　　自治医科大学准教授（呼吸器内科）
参加料　無料
主　催　栃木県医師会、上都賀郡市医師会、鹿沼市
後　援　栃木県、㈱下野新聞社
申　込　11月５日(月）までにかかりつけ医療機関の窓口、

または上都賀郡市医師会事務局へ電話または
FAX でお申し込みください。定員に達した場合
には、締め切ります。

自死遺族だけのわかちあいの会
「ひなたぼっこ」のお知らせ

健康課市民健康係　☎（63）8312
　大切な人を自死（自殺）で亡くした人が、その想いを
わかち合える場所です。みんな同じ仲間です。安心して
お話しください。何も話さずその場にいるだけでも大丈
夫です。１回だけの参加、続けての参加、どちらでも自
由です。
＜ひなたぼっこ＞
と　き　偶数月の第２日曜日
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　市民情報センター
※詳しくは市民健康係へお問い合わせください。

休 日・夜 間 急 患 診 療 所

在 宅 当 番 医

外　科
（昼間）
午前9時～ 
午後5時 

昼
　
間

夜
　
間

内科・小児科内科・小児科・歯科
日曜日・祝日等
受付時間
午前10時～11時30分
午後1時～4時30分

日曜日・祝日等および
月・水・金曜日   
受付時間
午後7時～9時30分

市民文化センター内（坂田山2-170）☎（65）2101

上都賀総合病院
池田脳神経外科
御 殿 山 病 院
荒 木 医 院
西 方 病 院

☎（64）2161
☎（63）1333
☎（64）2131
☎（64）2775
☎0282（92）2323

7日（日）
8日（月･祝）
1４日（日）
21日（日）
28日（日）

10月の休日・夜間救急医療　

夜間診療病院案内
上記以外の救急の際は、消防本部☎（63）1141へ問い
合わせてください。脳脊髄液減少症を

知っていますか？
健康課市民健康係　☎（63）8312

●脳脊髄液減少症とは
　交通事故やスポーツ外傷など体への強い衝撃で、脳
脊髄液が漏れ減少することによって、頭痛、首の痛み、
めまい、吐き気、耳鳴り倦怠感などの症状を引き起こ
す病気です。
●対応方法
　交通事故や、スポーツ外傷の後、頭痛やめまい等の
症状がみられる場合は、安静を保ちつつ医療機関を受
診してください。
●診断や治療が可能な医療機関
　栃木県ホームページに公表されていますのでご確認
ください。また、市ホームページにも関連情報を掲載
しています。

多重債務者等の心の
健康無料相談会

栃木県県西健康福祉センター健康支援課　（62）6224
　多重債務等に関する弁護士の法律相談と心の健康相
談を同時に実施します。相談は無料です！ひとりで悩ま
ず、一度ご相談ください。
と　き　10月18日(木)午前10時～正午
　　　　午後１時～３時
ところ　市民情報センター1階　研修室
相談者　弁護士・保健師
※予約優先です。（事前にお問い合わせください）

市民公開講座
クイズで語る おもしろ食育最前線
～ 健口から健考、健幸へ ～

健康課市民健康係　☎（63）8312
　生きていく上で、「健康寿命」を全うする上で、歯や
噛むことがいかに大切かを、クイズ形式で楽しく学び
ましょう…一生涯を健康でと願う人　必聴…
と　き　12月９日（日）　午後２時30分～４時
ところ　市民文化センター　小ホール
講　師　岡崎　好秀　先生（岡山大学小児歯科講師）
申　込　11月26日（月）までに電話または直接、市民健
　　　　康係へお申し込みください。
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2012
10/5  ～

ブレックスを
　応援しよう！
ブレックスを
　応援しよう！
ブレックスを
　応援しよう！

　市は、リンク栃木ブレックスと「マザータウン協定」を結び、お互いに協力しています。市民みん
なでブレックスを応援しましょう！

ブレックスを
　応援しよう！

鹿
沼
市
民
の
皆
さ
ん
、

い
つ
も
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

　

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ
を
練
習

で
も
試
合
で
も
使
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
て
、
本
当
に
鹿
沼
を
ホ
ー
ム
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
は
、
い
つ
も
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ

て
良
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
る

の
で
、
プ
レ
ー
し
や
す
い
し
、
や
は

り
楽
し
い
で
す
！

　

鹿
沼
と
い
え
ば
、
そ
ば
。
僕
も
鹿

沼
そ
ば
応
援
団
と
し
て
応
援
し
て

い
ま
す
。
本
当
に
美
味
し
い
で
す
。

中
で
も
に
ら
そ
ば
！　

全
然
臭
み

の
な
い
ニ
ラ
と
そ
ば
が
ま
た
合
う

ん
で
す
よ
ね
。
最
近
は
月
に
２
、３

回
は
食
べ
て
ま
す
ね
。

　

10
月
か
ら
今
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕

し
ま
す
。
鹿
沼
そ
ば
を
み
ん
な
で
食

べ
て
チ
ー
ム
一
丸
頑
張
り
ま
す
！

今
年
も
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

ブレッキー

鹿
沼
そ
ば
応
援
団
の

安
齋
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ#13　安齋竜三選手

ブレッキー

ブレックスホームゲーム 当日券 500円OFF
フォレストアリーナの試合のみ・1枚で４名様まで割引

（有効期限　2013年1月27日）

ＪＢＬ ２０１２－２０１３シーズン
今シーズン中、フォレストアリーナでは６試合が行われます。
熱い応援でブレックスを勝利に導きましょう！

試合日時 対戦相手
11月16日（金）

　　　17日（土）
19：15
15：00

パナソニック トライアンズ

　12月22日（土）
　　　23日（日）

15：00
16：00

アイシンシーホース

1月26日（土）
27日（日）

15：00 三菱電機ダイヤモンド ドルフィンズ

前売券は、フォレストアリーナや各プレイガイドなどで販売しています。フォレストアリーナ　☎（72）1300

#0　田臥勇太選手

一緒に　応援してね！

2013
3/24
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6
■世帯
35,466世帯

■人口
10２,561人

◆男
50,494人

◆女
52,067人

幼
児
教
育
講
演
会

鹿
沼
青
年
会
議（
宇
賀
神
）

http://w
w

w
.kanum

ajc.or.jp/

☎
０
８
０（
５
１
８
４
）０
３
４
９

と
き　

10
月
20
日

（土）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル

演
題　

ダ
メ
な
子
な
ん
て
一
人
も

い
な
い
！　

子
供
が
天
才
に
な
る

４
つ
の
ス
イ
ッ
チ

講
師　

横
峯
吉
文
氏
（
ヨ
コ
ミ
ネ

式
教
育
法
考
案
者
）

定
員　

１
，
０
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込　

10
月
８
日
（
月
・
祝
）
ま

で
に
、
鹿
沼
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

家
庭
教
育
講
演
会

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
（63）
３
４
９
８

と
き　

11
月
10
日

（土）
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　

市
民
情
報
セ
ン
タ
ー

５
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

内
容　
「
わ
が
子
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

～
即
興
劇
か
ら
考
え
る
い
じ
め
問

題
～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

丸
山
隆
先
生
（
栃
木
県
連

合
教
育
会　

相
談
部
長
）　

対
象　

幼
児
・
小
中
学
生
の
保
護

　
　
　

者
お
よ
び
一
般
市
民

定
員　

120
人

入
場
料　

無
料

申
込　

小
・
中
学
生
の
保
護
者
は

各
学
校
へ
、
一
般
の
人
は
11
月
2

日
（金）
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学
習
係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
一
時
保
育
あ
り

と
ち
ぎ
笑
顔
つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド

は
お
持
ち
で
す
か
？

こ
ど
も
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
（63）
２
１
６
０

　

と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ
で
は
「
と

ち
ぎ
笑
顔
つ
ぎ
つ
ぎ
カ
ー
ド
」
を

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
や
妊
婦
さ

ん
の
い
る
世
帯
に
発
行
し
て
い
ま

す
。
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

事
業
に
協
賛
し
て
い
る
企
業
や
商

店
で
割
引
・
特
典
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
期
限
切
れ
の
白
い
カ
ー
ド
は
、

新
し
い
カ
ー
ド
と
交
換
し
ま

す
。

有
効
期
限　

お
子
さ
ん
が
18
歳
に

達
し
て
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

配
布
場
所　

こ
ど
も
支
援
係
（
市

役
所
本
館
１
階
⑫
番
窓
口
）、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
健
康

課
（
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
３
階
）

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
（63）
２
１
７
６

　

障
害
者
が
健
常
者
と
共
に
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
参
加
希
望
者
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
10
日

（土）
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
へ

宿
泊
研
修
会
参
加
者
募
集

鹿
沼
市
身
体
障
害
者
親
交
福
祉
会

（
事
務
局
）障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
（63）
２
１
７
６

と
き　

11
月
15
日

（木）
～
16
日

（金）

　

・
粟
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

午
前
７
時
30
分
発

　

・
鹿
沼
市
役
所　

午
前
８
時
発

と
こ
ろ　

福
島
県
福
島
市
方
面

参
加
料　

１
３
，
０
０
０
円

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
25
日

（木）
ま
で
に
障
害

福
祉
係
へ
参
加
料
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
重
度
障
害
者
で
歩
行
が
困
難
な

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お

付
き
添
い
が
１
人
同
行
で
き
ま

す
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

平成24年9月１日現在

35,322世帯

101,095人

49,840人

51,255人

子
育
て

財源確保のために広告を掲載しています。
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…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

ご
存
知
で
す
か
？

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

障
害
福
祉
課
障
害
医
療
係

☎
（63）
２
１
２
７

　

障
害
者
の
虐
待
や
養
護
者
の
支

援
に
関
す
る
相
談
、
通
報
、
お
問

い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

☎
（63）
２
１
２
７

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間

鹿
沼
市
役
所　
　

 

☎
（64）
２
１
１
１

「
鹿
沼
そ
ば
認
証
店
」
募
集

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

☎
（63）
２
１
９
６

　
「
鹿
沼
そ
ば
」
を
提
供
す
る
市

内
認
証
店
を
新
た
に
募
集
し
ま

す
。

認
証
条
件

○
飲
食
店

　

・
市
内
産
そ
ば
粉
を
100
％
使
用
し

た
そ
ば
を
提
供
で
き
る
こ
と

（
他
産
を
混
ぜ
な
い
）

　

・
そ
ば
粉
含
有
率
70
％
以
上
で
手

打
ち
で
あ
る
こ
と

○
製
麺
業
者

　

・
生
麺
、
半
生
麺
、
乾
麺
、
そ
れ

ぞ
れ
に
規
定
さ
れ
た
含
有
率
を

ク
リ
ア
で
き
る
こ
と

○
製
粉
業
者

　

・
鹿
沼
産
玄
そ
ば
に
よ
る
そ
ば
粉

を
100
％
の
含
有
率
で
提
供
で
き

る
こ
と

申
請
期
限　

10
月
31
日

（水）

※
申
請
に
は
所
定
の
書
類
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
産
業
振
興
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

費
補
助
金
の
２
次
募
集

環
境
課
総
務
係

☎
（64）
３
１
９
４

対
象
者

　

・
自
ら
の
居
住
す
る
住
宅
に
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
設
置
す
る

人

　

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

　

・
工
事
に
着
手
し
て
い
な
い
こ
と

対
象
設
備

　

・
太
陽
光
発
電
等
の
発
電
設
備

　

・
太
陽
熱
利
用
設
備

※
翌
年
２
月
28
日

（木）
ま
で
に
完
了

で
き
る
も
の

補
助
金
額

　　

・
発
電
設
備　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ

た
り
２
万
円
（
上
限
８
万
円
）

　

・
太
陽
熱
利
用
設
備　

本
体
価
格

の
10
％
（
上
限
６
万
円
）

申
請

　

・
10
月
１
日

（月）
～
（
先
着
順
）

※
設
置
工
事
に
着
手
す
る
２
週
間

前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

・
件
数
未
定
（
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

※
９
月
補
正
予
算
の
成
立
が
前
提

に
な
り
ま
す
。

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

鹿
沼
市
仲
人
会
事
務
局（
人
権
推
進
課
）

☎
（63）
８
３
５
２

FAX 

（63）
１
０
０
１

と
き　

10
月
20
日

（土）
午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

創
作
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
カ

ス
ケ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン
（
栃
窪
）

対
象　

30
歳
～
45
歳
の
仲
人
会
登

録
者
お
よ
び
一
般
独
身
男
女

定
員　

男
女
各
15
人
（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

２
，
５
０
０
円

申
込　

10
月
10
日

（水）
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
人
権
推
進
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
（63）
２
２
３
４

　

平
成
25
年
度
に
進
学
予
定
の
人

を
対
象
に
、
月
額
貸
与
奨
学
生
、

入
学
一
時
金
奨
学
生
お
よ
び
東
京

学
生
寮
入
寮
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
１
日

（月）
～
11
月

15
日

（木）

願
書
等
配
布
先　

９
月
下
旬
に
県

内
各
中
学
校
、
高
等
学
校
、
市
教

育
委
員
会
等
に
配
布
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先　

栃
木
県
育
英
会

事
務
局　

☎
０
２
８
（
６
２
３
）

３
４
５
９

※
奨
学
金
の
貸
付
原
資
と
な
る
善

意
の
寄
付
金
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
求
人
企
業
合
同
説
明
会
in
か
ぬ
ま
」

参
加
者
大
募
集
！鹿

沼
商
工
会
議
所

☎
（65）
１
１
１
１

と
き　

11
月
６
日

（火）
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

鹿
沼
商
工
会
議
所　

ア

ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

対
象　

①
平
成
25
年
春
大
学
等
卒

業
予
定
者
お
よ
び
既
卒
者

②
お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
一
般
求

職
者
（
経
験
不
問
）

参
加
企
業　

市
内
企
業
20
社
程
度

参
加
料　

無
料

申
込　

10
月
31
日

（水）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 

集
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財源確保のために広告を掲載しています。

狩
猟
免
許
者

野
生
鳥
獣
対
策
講
習
会

林
政
課
林
政
係

☎
（63）
２
１
８
６

　

イ
ノ
シ
シ
の
効
果
的
な
捕
獲
手

法
の
講
義
と
実
習
を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
14
日

（日）
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　

南
摩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込　

10
月
12
日

（金）
ま
で
に
電
話

で
事
前
に
林
政
係
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

労
働
時
事
問
題
講
演
会

（
社
）鹿
沼
労
働
基
準
協
会

☎
（62）
８
６
３
３

と
き　

10
月
26
日

（金）
午
後
３
時
～

５
時

と
こ
ろ　

鹿
沼
商
工
会
議
所

３
階
大
会
議
室

第
１
部
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
来

る
」

講
師　

手
塚　

稔
氏
（
鹿
沼
労
働

基
準
監
督
署
長
）

第
２
部
「
地
域
活
動
と
我
が
人
生
」

講
師　

仁
志　

方
紀
氏
（
社
会
福

祉
法
人
岩
見
沢
光
明
舎
理
事
長
）

入
場
料　

無
料

交
通
安
全
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

栃
木
県
自
動
車
整
備
振
興
会
鹿
沼
支
部

☎
（85）
２
８
３
４

と
き　

10
月
20
日

（土）
午
前
9
時
45

分
～

と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容　

学
科
・
実
車
講
習
、
講
話

定
員　

50
人

受
講
料　

無
料
（
粗
品
・
昼
食
付
）

申
込　

市
内
の
自
動
車
整
備
工
場

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
37
回 

鹿
沼
市
消
費
生
活
展

市
民
活
動
支
援
課
総
務
係

☎
（63）
２
１
２
２

　
「
み
ん
な
で
考
え
る
消
費
者
の

安
全
・
安
心
～
地
域
の
絆
を
大
切

に
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
28
日

（日）
午
前
9
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
情
報
セ
ン
タ
ー

内
容　

パ
ネ
ル
展
示
、
各
種
相
談
、

悪
質
商
法
寸
劇
、
腹
話
術
、
鹿
沼

産
の
新
米
・
豚
汁
試
食
、
販
売
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
北
小
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
な
ど

○
う
ど
ん
打
ち
教
室
（
予
約
制
）

と
き　

午
前
10
時
～
正
午

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾

定
員　

16
人

参
加
料　

500
円

申
込　

10
月
１
日

（月）
か
ら
電
話
で

総
務
係
へ

○
無
料
修
理
（
先
着
順
）

く
つ
・
か
さ
の
修
理
・
包
丁
と
ぎ

（
そ
ば
包
丁
等
特
殊
品
は
除
く
）

○
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

・
来
場
者
に
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

・
ク
イ
ズ
＆
ア
ン
ケ
ー
ト
参
加
者

先
着
400
人
に
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

か
ぬ
ま
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
国
際
交
流
協
会

☎
（63）
２
２
６
４

と
き　

11
月
4
日

（日）
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分

と
こ
ろ　

鹿
沼
商
工
会
議
所　

ア

ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
・
屋
外
テ
ン
ト

内
容　

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
・
フ
ラ
ダ

ン
ス･

フ
ラ
メ
ン
コ
、
料
理
や
民

芸
品
販
売
、
活
動
紹
介
、
外
国
人

の
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
な
ど

か
ぬ
ま
消
防
ま
つ
り

か
ぬ
ま
消
防
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
消
防
本
部
消
防
課
）

☎
（63）
１
１
５
６

と
き　

10
月
21
日

（日）
午
前
10
時
～

午
後
２
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部

内
容　

放
水
体
験
、
は
し
ご
車
体

験
、
救
助
体
験
、
地
震
体
験
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
抽
選
会
、

模
擬
店
な
ど

加
蘇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

加
蘇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局

（
加
蘇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

☎
（62）
３
５
６
９

と
き　

10
月
28
日

（日）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

か
ぬ
ま
手
づ
く
り
の
里

　
〝
そ
ば
処 

久
我
〟

内
容　

村
上
実
・
美
咲
は
る
か

（
演
歌
歌
手
）、
さ
つ
き
ド
リ
ー
マ

ー
ズ
、
和
太
鼓
演
奏
、
一
輪
車
演

技
、
地
元
住
民
の
各
種
発
表
や
模

擬
店
、
農
産
物
直
売　

な
ど

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

西
大
芦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

☎
（63）
８
３
１
６

FAX
Ｓ

（63）
１
０
０
０

　

マ
リ
ン
バ
の
演
奏
に
よ
る
心
安

ら
ぐ
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

と
き　

10
月
28
日

（日）
午
後
1
時
30

分
～
3
時

と
こ
ろ　

長
昌
寺
（
下
大
久
保
）

定
員　

50
人

参
加
料　

無
料

申
込　

10
月
22
日

（月）
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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美
術
館
の
催
し

川
上
澄
生
美
術
館

☎
（62）
８
２
７
２

①
企
画
展
記
念
講
演
「
棟
方
志
功

の
魅
力
」

と
き　

10
月
13
日

（土）
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　

市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
２

階
・
子
育
て
情
報
室
Ａ

講
師　

武
田
公
平
氏
（
財
団
法
人

棟
方
志
功
記
念
館
・
主
任
学
芸
員
）

②
館
長
講
座
「
そ
も
そ
も
版
画
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と
き　

10
月
27
日

（土）
午
後
１
時
30

分
～
3
時　

と
こ
ろ　

文
化
活
動
交
流
館 

創

作
工
房
室

講
師　

河
野
実
（
館
長
）

定
員　

各
30
人

参
加
料　

無
料

申
込　

電
話
で
美
術
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

開
放
デ
ー

「
わ
く
わ
く
の
森
～
交
流
広
場
～
」

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
（64）
８
７
６
０

と
き　

11
月
４
日

（日）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

木
の
実
の
ク
ラ
フ
ト
・
森

の
写
真
た
て
・
手
作
り
ピ
ザ
・
手

打
ち
そ
ば
体
験
（
実
費
負
担
、
人

数
制
限
あ
り
）・
木
工
教
室
・
地

元
農
産
物
直
売
な
ど

※
駐
車
場
は
板
荷
小
、
せ
せ
ら
ぎ

プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
２
回  

森
の
教
室

～
秋
を
味
わ
い
に
出
か
け
よ
う
～

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
（64）
８
７
６
０

と
き　

11
月
17
日

（土）
～
18
日

（日）
１

泊
２
日

と
こ
ろ　

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

ほ
う
と
う
作
り
・
パ
ン
作

り
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
・
木
の

実
の
創
作
活
動 
な
ど

対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

参
加
料　

大
人　

３
，
８
０
０
円

　
　

小
中
学
生　

２
，
８
０
０
円

　
　
　
　

幼
児　

１
，
２
０
０
円

定
員　

15
家
族
（
初
参
加
者
優
先
）

申
込　

10
月
27
日

（土）
か
ら
11
月
２

日
（金）
の
期
間
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

千
葉
省
三
記
念
館
特
別
開
館

文
化
課
文
化
振
興
係

☎
（65）
６
７
４
１

　

千
葉
省
三
生
誕
120
年
を
記
念
し

て
、
楡
木
町
の
千
葉
省
三
記
念
館

を
１
日
開
館
し
ま
す
。

と
き　

10
月
28
日

（日）
午
前
９
時
～

午
後
４
時

学
校
公
開 THE

　OPEN 

と
み
や

富
屋
特
別
支
援
学
校　

鹿
沼
分
校

☎
（63）
５
１
１
１

FAX 

（63）
０
３
６
３

と
き　

10
月
25
日

（木）
午
前
10
時
～

11
時
40
分

と
こ
ろ　

富
屋
特
別
支
援
学
校　

鹿
沼
分
校

内
容　

学
校
紹
介
、
案
内
、
参
観
、

作
業
製
品
展
示

申
込　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

第
27
回
鹿
沼
市
民
囲
碁
大
会

　
（
滝
口
）☎

（62）
０
６
６
１

と
き　

10
月
14
日

（日）
午
前
9
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
４
階

競
技
方
法　

上
級
・
中
級
・
初
級

の
区
分
で
対
戦

申
込　

当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

木
製
品
新
商
品
開
発
発
表
会

ウ
ッ
デ
ィ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
か
ぬ
ま

☎
（63）
１
０
０
１

　

木
製
新
商
品
の
発
表
と
即
売
を

行
い
ま
す
。
10
月
31
日
ま
で
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
セ
ー
ル
も
開
催
中
！

と
き　

10
月
20
日

（土）
、
21
日

（日）
午

前
9
時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　

木
工
団
地
組
合
講
堂

鹿
沼
市
駅
伝
競
走
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
（63）
２
２
５
５

と
き　

11
月
17
日

（土）
午
前
10
時
ス

タ
ー
ト

と
こ
ろ　

鹿
沼
運
動
公
園
陸
上
競

技
場

競
技
種
目　

支
部
の
部
、
中
学
の
部

総
距
離　

22.78
ｋ
ｍ

代
表
者
会
議

と
き　
11
月
２
日

（金）
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ

大
会
議
室

※
競
技
外
の
オ
ー
プ
ン
参
加
が
で
き

ま
す
。
希
望
者
は
、
10
月
12
日

（金）

ま
で
に
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
大
会
開
催
に
伴
う
交
通
規
制
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

友
好
都
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
会

鹿
沼
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

事
務
局（
福
田
）

☎
０
９
０（
１
１
１
８
）７
４
８
８

と
き　

11
月
17
日

（土）

 

・
交
流
試
合　

午
前
９
時
～

 

・
懇
親
会　

午
後
６
時
～

※
雨
天
の
場
合
、
試
合
の
み
18
日

（日）
に
延
期

と
こ
ろ　

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
栃
木

財源確保のために広告を掲載しています。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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対
象　

鹿
沼
市
、
足
立
区
お
よ
び

近
隣
市
町
の
テ
ニ
ス
愛
好
者

参
加
料

 

・
試
合　

１
，
５
０
０
円
（
昼
食 

代
含
む
）

 

・
懇
親
会　

４
，
０
０
０
円

申
込　

11
月
２
日

（金）
ま
で
に
電
話

で
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

筑
波
山
か
ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
る

山
岳
連
盟
事
務
局（
大
塚
）

昼
☎

（62）
３
６
４
０

夜
☎

（62）
０
５
６
６

と
き　

11
月
11
日

（日）
（
日
帰
り
）

と
こ
ろ　

筑
波
山
（
茨
城
県
）

定
員　

35
人

参
加
料　

７
，
０
０
０
円
（
バ
ス
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
、
保
険
、
入
浴
料
）

申
込　

10
月
13
日

（土）
か
ら
事
務
局

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

古
峰
ヶ
原
・
横
根
高
原
ト
レ
ラ
ン
＆

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

走
遊
会（
山
野
井
）

☎
０
８
０（
１
０
７
９
）１
０
６
２

と
き　

11
月
10
日

（土）
午
前
10
時
ス

タ
ー
ト
～
午
後
１
時
ゴ
ー
ル
予
定

コ
ー
ス　

古
峯
神
社
駐
車
場
～
古

峰
ケ
原
高
原
～
三
昧
石
～
前
日
光

牧
場
（
全
長
約
８
㎞
）

定
員　

ト
レ
ラ
ン
50
人

　
　
　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
100
人

対
象　

高
校
生
以
上

参
加
料　

２
，
５
０
０
円
（
記
念

品
・
保
険
料
等
）

申
込　

10
月
14
日

（日）
ま
で
に
電
話
で

走
遊
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

西
大
芦
地
区
活
性
化
事
業
推
進
委
員
会

（
西
大
芦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
（63）
８
３
１
６

と
き　

11
月
18
日

（日）
午
前
９
時
～

正
午(
雨
天
中
止)

集
合
場
所　

古
峯
神
社
大
駐
車
場

コ
ー
ス　

古
峰
ケ
原
高
原
コ
ー
ス

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

30
人
（
定
員
次
第
締
切
）

参
加
料　

100
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

昼
食
・
飲
物
・
雨
具
・

タ
オ
ル

申
込　

10
月
15
日

（月）
か
ら
11
月
５

日
（月）
の
期
間
に
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
実
施
確
認
は
、
当
日
午
前
６
時

30
分
か
ら
７
時
に
、
西
大
芦
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

名
作
映
画
祭

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
（65）
５
５
８
１

　

今
井
正
監
督
の
大
ヒ
ッ
ト
作
や

社
会
派
ド
ラ
マ
を
上
映
し
ま
す
。

と
き　

平
成
25
年
１
月
19
日

（土）
午

前
10
時
～

と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

上
映
作
品　

①
純
愛
物
語　

②
青

い
山
脈　

③
ま
た
逢
う
日
ま
で　

④
真
昼
の
暗
黒

入
場
料　

全
席
自
由
前
売
500
円
、

当
日
１
，
０
０
０
円

前
売
り　

10
月
13
日

（土）
か
ら
、
文

化
セ
ン
タ
ー
と
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
開
始
。

ス
キ
マ
ス
イ
ッ
チ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ

２
０
１
２-

２
０
１
３

“DOUBLES ALL JAPAN

”

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
（65）
５
５
８
１

と
き　

11
月
10
日

（土）
午
後
５
時
30

分
開
演

と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
指
定
６
，
３
０
０

円　

※
小
学
生
以
上
有
料
。

前
売
り　

10
月
６
日

（土）
午
前
10
時
～

 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
は
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
ほ

か
。

 

・
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
は
、
限
定

150
枚
の
販
売
。

建
築
物
等
実
態
調
査

建
築
指
導
課
審
査
係

☎
（63）
２
４
３
０

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
「
建

築
物
等
実
態
調
査
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
査
内
容
は
統
計
上
の

目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

10
月
1
日

（月）
～
31
日

（水）

調
査
地
区　

貝
島
町
、
東
町
、
緑

町
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

栃
木
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
３
０
０

FAX
０
２
８（
６
３
５
）２
３
０
２

　

中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、

組
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
設
立
、
任
意

グ
ル
ー
プ
の
支
援
な
ど
組
織
形
成

を
支
援
す
る
ほ
か
、
中
小
企
業
の

経
営
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

 

・
組
合
を
作
り
た
い

 

・
事
業
運
営
や
事
務
管
理
で
困
っ
た

 

・
決
算
関
係
の
手
続
き

 
・
労
務
管
理
の
見
直
し

 
・
中
小
企
業
向
け
金
融
制
度
の
利
用

 
・
異
業
種
と
の
交
流

 

・
共
済
制
度
加
入

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

財源確保のために広告を掲載しています。財源確保のために広告を掲載しています。
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    特別養護老人ホーム・小規模老人
保健施設の整備法人募集

介護保険課介護保険係　☎（63）2283
整備施設 整備数

ユニット型特別養護老人ホーム １施設（50床）
ユニット型小規模老人保健施設 １施設（29床）

整備年度　平成25年度
主な整備条件等
 ・特別養護老人ホームには、ショートステイ（１ユニッ
　ト10名）を併設すること
 ・小規模老人保健施設は、医療機関併設型およびサテ

ライト型を含む
応募資格
１）既存の法人は、主たる事務所が県内にある者
２）法人を設立する場合は、住所が県内にある者
募集要領　9月25日（火）から介護保険係（市役所新館

　　　　１階⑱窓口）で配布
募集説明会　と　き　10月10日（水）午後１時30分
　　　　　ところ　市役所新館302会議室（東）
提出期間　12月17日（月）～25日（火）
選定審査会　平成25年1月下旬予定
※詳しくは、募集要領または市ホームページをご覧ください。

ウエルフェア in かぬま2012 ＆
福祉と人権のつどい

南部地区会館　☎(65)5764
隣保館　☎(64)4776

総合福祉センター　☎(65)5191
と　き　10月28日(日)午前10時～午後２時
ところ　南部地区会館・隣保館・総合福祉センター
内　容　演芸大会、マスのつかみどり、ビンゴゲーム、

模擬店、被災地支援物品販売・活動写真展、
共同募金啓発、ナイスハートバザールなど

前夜祭（講演会）
と　き　10月27日(土)午後７時～８時30分
ところ　総合福祉センター２階
テーマ　災害とボランティア活動
※開会式前に人権啓発パレード ( 雨天中止 ) を実施します。

統合失調症家族教室
県西健康福祉センター健康支援課　☎（62）6224
と　き 内　容

10月10日（水）統合失調症の正しい理解と治療について
11月  7日（水）家族の関わり方について
12月11日（火）自立を支援する障害福祉サービスについて
と　き　午後1時30分～3時30分
ところ　市民情報センター
対　象　統合失調症患者の家族・関係者
定　員　30人　　参加料　無料
申　込　事前に健康支援課へお申し込みください
　

市営住宅パブリック・コメント募集
建築課住宅係　☎（63）2217　FAX（63）2274

　市営住宅の整備基準と入居者資格について条例を策
定しています。みなさんの意見を募集します。
実施期間　10月19日（金）まで
公表方法　①市ホームページ
　　　　　②建築課住宅係（市役所新館4階）
　　　　　③各コミュニティセンター、市政情報コー
　　　　　　ナーでの閲覧
提出方法　①郵送　〒322-8601 今宮町1688-1
　　　　　②ＦＡＸで建築課住宅係へ
　　　　　③建築課住宅係へ書面で提出
　　　　　④市ホームページの専用フォームから送信

ボランティア養成講座
鹿沼市社会福祉協議会　☎（65）5191

FAX（62）9361
①点訳講座（初めて点訳を学ぶ人対象）
と　き　10月10日～12月12日（水）全10回
　　　　午前９時30分～11時30分
ところ　総合福祉センター２階　生きがい広場
対　象　市内在住・在勤・在学者
定　員　20人（先着順）
②お話（傾聴）ボランティア養成講座
　高齢者等の心の支援を行う「傾聴ボランティア」の
養成講座です。
と　き　10月25日（木）・31日（水）・11月８日（木）・
　　　　22日（木）全４回　午後１時30分～３時30分
ところ　総合福祉センター２階　大会議室
対　象　市内在住・在勤・在学者
定　員　30人（先着順）
申　込　電話で社会福祉協議会へお申し込みください。

11月 パソコン入門講座  受講者募集
生涯学習課生涯学習係　☎（63）3498

対　象　市内在住、在勤の20歳以上の人
ところ　市民情報センター４階　EUC 学習室  
定　員　各24人　　受講料　無料 
申　込　10月11日（木）午前８時30分から講座番号・住所・
　　　　氏名・年齢・電話番号・性別・職業を電話で受け付

けます。
※新規受講者優先。３人以下の場合、講座は開催しません。
※講座番号２は未就学児の一時保育付きです。希望者

は申込時に連絡してください。
講座番号 と　き 時間帯 コース名

1 5・7・9・12日
月・水・金

午後1時30分
～3時30分

初めてのパソコン
（マウスの操作からイ
ンターネットまで）

2 13・15・20・22日
火・木 午前10時～正午 初めてのエクセル＆

ワード
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かぬま学びフェスティバル'１２
～まちへ広がれ！学びの輪～

かぬま生涯学習大学事務局（生涯学習課生涯学習係内）
☎（63）3498

　「かぬま生涯学習大学」の講座やサークル活動などで
学ぶ皆さんの日ごろの成果を発表します。作品展示・
体験コーナー・ダンスの実演のほか、模擬店やスタン
プラリーなど盛りだくさんです。ぜひご来場ください。
と　き　10月20日（土）午前10時～午後４時
　　　　　　 21日（日）午前10時～午後３時
ところ　市民情報センター、文化活動交流館
　　　　川上澄生美術館、図書館本館

「地域デビュー講座」受講者募集！
生涯学習課生涯学習係　☎（63）3498

回 と　き 内　容

１ 10月25日（木）
午前10時～正午 講話「遺跡から学ぶ鹿沼の歴史①」

２ 11月 ８日（木）
午前10時～正午 講話「遺跡から学ぶ鹿沼の歴史②」

３ 11月29日（木）
午前10時～正午 講話「鹿沼の発掘事情を知る」

４ 12月13日（木）
午前９時30分～午後４時 館外研修「鹿沼の遺跡をめぐる」

５ 平成25年1月17日（木）
午前10時～正午 郷土資料についての学習

６ ２月７日（木）
午前10時～正午 土器洗いや拓本作りの体験

７ ２月28日（木）
午前10時～午後0時30分

実践活動の紹介
まとめ（ふりかえり・アンケート）

ところ　市民情報センター ほか
対　象　市内在住・在勤の成人
定　員　15人
受講料　500円　※第４回の昼食代は含まず
申　込　10月5日（金）午前８時30分から電話でお申
　　　　し込みください。

「ウィークエンド体験」参加者募集
生涯学習課生涯学習係　☎（63）3498

講座名 と　き ところ

① 仮装して楽しもう！
ハロウィンパーティ

10月27日(土)
午前9時30分～
11時30分

市民情報センター
４階テレビ会議室

② やってみよう！
グラウンド・ゴルフ

11月10日(土)
午前9時30分～
11時30分

黒川河川敷
（貝島橋近く）

定　員　①20人　②30人
対　象　市内小学生
参加料　①400円　②無料
申　込　①10月９日（火）　②10月23日（火）
　　　　午前８時30分から電話でお申し込みください。
※１回の申し込みにつき、１家族のみ受け付けます。

清掃課事業係　☎（６４）３２４１

　クリーンセンターでは、第１・第３日曜日に家庭ごみの受入れを
行っています。
対　象　鹿沼市民（免許証などで本人確認をします）
時間帯　午前8時30分～正午
※燃やすごみは、指定ごみ袋に入れてください。
※①、②、③の順で降ろしてください。また降ろしやすいよう準備
してください。
大変混み合います。時間に余裕を持ってお越しください。

ここがポイント　ごみの分け方・出し方

受付

クリーンセンター
入 口

煙突のある
建 物

①
燃やすごみ

③
燃やさないごみ
粗大ごみ

②
資源物

庭 園

②から帰る方は
こちらから

「往き」と「帰り」に
重量を量ります

～～～～～～

市民が創り、市民が学ぶ、市民の大学
かぬまマイ・カレッジ 平成25年度事業者募集
かぬまマイ・カレッジ事務局（市民情報センター５階 団体情報室）

☎（63）8360
　市民が企画し、市民が運営する講座を募集します。
あなたの知識を生かして、学びの輪を広げよう！
開講期間　平成25年４月中旬以降に開講し、26年２月

末日までに終了する講座
応募条件
 ・主に市民のために開かれる講座。
 ・２回以上行われる講座で、営利を目的とせず、政治

活動・宗教活動に関わらないもの。また社会道徳に
違反しないもの。

登録料　１講座につき1,000円
説明会　と　き　11月２日（金）  ①午前10時～正午、
　　　　　　　　②午後２時～４時、③午後７時～９時
　　　　ところ　市民情報センター２階 子育て情報室Ａ
※いずれかに出席し、応募してください。
応募期間　11月５日（月）～16日（金）
受付時間　月～金曜日　午前10時～午後３時
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ファミリー・サポート・センター
協力会員募集中！

鹿沼ファミリー・サポート・センター　☎（63）1768
　ファミリー・サポート・センターは、子育て支援の
ための会員組織です。都合が良い時に依頼会員のお子
さんをお預かりする「協力会員」を募集しています。
会員登録説明会（いずれかにご参加ください）
と　き　10月19日（金） ①午前10時～11時
　　　　　　　　　　   ②午後 ２時～ ３時
　　　　10月20日（土） ③午前10時～11時
ところ　ファミリー・サポート・センター事務局
　　　　（東末広町）
会員講習会

と　き 内　容 講　師
11月 2日（金）
午前10時～正午

子どもの発達と
病気・緊急の対応

渡辺良子保健師

11月 6日（火）
午前10時～正午

保育の心
村井保育園園長
関口直美先生

11月 9日（金）
午前10時～正午

遊び方の実践
元放課後児童
指導員
中村悦子先生

ところ　市民情報センター

ビギナーズテニスカップ
フォレストアリーナ　☎（72）1300

FAX（72）1302
と　き　10月28日（日）午前８時～
ところ　鹿沼運動公園テニスコート
クラス　男子シングルス・ダブルス
　　　　女子シングルス・ダブルス
参加資格　
・テニス初級者（フォレストアリーナ主催のテニス教

室参加経験者程度）
・鹿沼テニス協会主催大会で男子ベスト８、女子ベス

ト４以外の人。
・県大会以上の経験者は参加できません。
・過去の本大会優勝者は、参加できません。
試合方法　予選はリーグ戦、決勝はトーナメント戦
　　　　（４ゲーム先取）
参加料　2,000円（1クラス）
申　込　10月23日（火）までに電話またはＦＡＸでお申

　　　し込みください。

第１７回鹿沼園芸フェア
花木センター　☎（76）2310

　さつきの銘品から高級盆栽の展示。菊、おもとの展
示即売、草花のディスプレイコーナー、鹿沼の観光物
産展など多彩な内容です。  
と　き　10月20日（土）～ 11月4日（日） 
ところ　花木センター  
主な催し  
①秋季さつき銘品展　   　　20日(土)～24日(水)
②秋のガーデニング展　　　20日(土)～11月 ４日(日)
③秋の植木市　　　　　　　
④四季彩フォトコンテスト　20日(土)～28日(日)
⑤おもと展　　　　　　　　
⑥菊花展　　　　　　　　　20日(土)～11月11日(日)
⑦日本盆栽逸品展　　　　　27日(土)～11月 ４日(日)
入場料　①～⑥は無料、⑦は500円  
※上記の招待券を切り取って持参すると、⑦に無料で

入場できます。

第９回フォレストアリーナカップ
ラージボール卓球大会

フォレストアリーナ　☎（72）1300
と　き　11月22日（木）午前８時30分～
ところ　ファレストアリーナ・メインアリーナ
種　目　男子シングルスＡ、男子シングルスＢ
　　　　女子シングルスＡ、女子シングルスＢ
　　　　ダブルス（男女問わず）
試合方法　予選リーグ後、決勝トーナメント
参加資格　初級者（フォレストアリーナ主催のラージ
　　　　ボール卓球教室参加経験者程度）
参加料　シングルス1,000円、ダブルス500円
申　込　11月9日（金）までに電話でお申し込みください。

鹿沼ふれあいウォーク
～楽しく歩いて鹿沼の街を再発見しよう～

フォレストアリーナ　☎（72）1300
と　き　10月27日（土）午前８時受付
　　　　※小雨決行（荒天中止）
ところ　文化活動交流館芝生広場スタート（ゴール）
コース　① ４㎞（夢みる街中コース）
　　　　② ７㎞（秋の里山めぐりコース）
　　　　③10㎞（スカイツリー展望コース）
定　員　各コース150人程度
参加料　100円（保険料）
申　込　10月21日（日）までにフォレストアリーナ、 ま
　　　　たは市民文化センターへお申し込みください。
　　　　※小学３年生以下は保護者同伴

ス ポ ー ツ 教 室
フォレストアリーナ　☎（72）1300

太極拳教室
と　き　10月11日～12月13日　木曜日（全10回）
　　　　午前10時30分～11時30分
ところ　市民文化センター　多目的ギャラリー
対　象　18歳以上の人
参加料　１回300円
申　込　フォレストアリーナ、または市民文化センター
　　　　でお申し込みください。（当日受付も可）

第16回鹿沼園芸フェア
日本盆栽逸品展鹿沼市民無料招待券
第17回鹿沼園芸フェア
日本盆栽逸品展鹿沼市民無料招待券

3名様まで入場できます
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気を
つけて！
気を
つけて！
気を
つけて！ あなたの身近に落とし穴 ！あなたの身近に落とし穴 ！

消費生活センター　☎（６３）３３１３

～消費生活センター通信～

認知症高齢者等への住宅リフォーム工事の訪問販売
トラブルが増加！
　認知症の父親が、業者に言われるがまま、リフォー
ム工事を次々と契約しているのが分かった。門扉の工
事等、2カ月の間に５件、1,300万円の契約をしてい
た。高額で必要のない工事なので、解約したい。

アドバイス
（１）家族や身近な人の注視、地域の見守りが必要　
　一人暮らしの認知症高齢者等の場合、被害が表面
化するまでに時間がかかり、被害が拡大するケースもあ
ります。日ごろからの見守りがトラブルを防ぎます。不審
な契約書や請求書等が見つかった場合、預金口座に
不審な出金記録があった場合などは注意が必要です。
（２）成年後見制度等を利用する
　認知症等の症状が見られる場合には、被害の未然
防止や被害拡大の防止のため、成年後見制度を利用
するとよいでしょう。また、日常生活自立支援事業制度
もあります。
（３）すぐに消費生活センター等に相談
　訪問販売などの場合、申込書面または契約書面を
受け取った日から８日間は、クーリング・オフにより無条
件で契約を解除できます。クーリング・オフ期間が経過
していても、解約が可能なこともあるので、すぐに最寄
りの消費生活センター等に相談してください。

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ
ほんのす　おはなし会

図書館東分館　☎（63）4646
と　き　10月6日（土）午前10時30分～11時
ところ　東分館おはなし室
内　容　大型絵本「だるまさんの」、「ぐりとぐら」
　　　　など
担　当　かじまたKLV

「となりのトトロのしおり」をつくろう
図書館東分館　☎（63）4646

と　き　10月27日（土）午前10時30分～正午
ところ　東分館
内　容　押し花を使って、トトロのしおりをつくる
定　員　市内の小学生20人
※１・２年生は保護者同伴
参加料　無料
申　込　10月10日（水）午前９時30分から東分
　　　　 館でお申し込みください。（先着順）

第68回図書館寄席
図書館本館　☎（64）9523

　宇都宮落語研究会の協力で、寄席を開催します。
と　き　11月3日（土・祝）午後２時開演
ところ　図書館本館２階・視聴覚室
※入場無料。また、目の不自由な人に鑑賞用テー
プを作成し、貸し出します。

蔵書点検による休館
本　館　　10月15日（月）～19日（金）
東分館　　10月  1日（月）～  5日（金）
粟野館　　10月22日（月）～26日（金）

男女共同参画セミナーinかぬま
「地域に拡げよう、参画の輪」

人権推進課男女共同参画係　☎（63）8352
FAX(60)1001

①「男性介護：オヤジの介護」　講師　荒川　不二夫氏
と　き　11月７日(水)　午後１時30分～３時30分
②「輝く　おとうさん研究」　　講師　紺野　勝寛氏
と　き　11月19日(月)　午後１時30分～３時30分
①・②共通
ところ　市民情報センター２階子育て情報室A・B
定　員　各60人　　受講料　無料　
※要約筆記、一時保育（事前申込）があります。
③「市外研修」
と　き　11月29日(木)　午前９時10分～午後４時
内　容　・栃木市の男女共同参画（地域、市民の取り組み）
　　　　・蔵の街探訪（栃木市観光ボランティアによる案内）
定　員　38人　　受講料　入館料・昼食代実費　　　
①～③共通
申　込　11月５日（月）までに電話で男女共同参画係へ
　　　　お申し込みください。
※１日だけの受講も可。③は年間出席日数の多い人優先。

フリーマーケット開催＆出店者募集
リサイクルショップぶうめらん　☎・FAX（65）6677
と　き　11月11日（日）エコライフフェア同日開催
　　　　午前10時～午後２時（雨天中止）
搬　入　午前８時30分～９時
ところ　市リサイクルセンター駐車場
募集区画　40区画（先着順）　  出店料　１区画　500円
出店内容　ご家庭で不要になったもの・贈答品・手作り品
申　込　午前10時から午後５時までに電話またはＦＡＸ

　　　でお申し込みください。

エコライフ・フェアinかぬま2012
鹿沼市環境活動推進会議（環境課内）　☎（65）1064

　環境問題や「もったいない」をテーマにエコライフ・
フェアを開催します。
と　き　11月11日（日）午前10時～午後２時
ところ　環境クリーンセンター、リサイクルセンター
内　容　リサイクル自転車・家具抽選会、フリーマー

ケット、エコカー展示、環境○×クイズなど
※イベント参加者には景品を用意しています。
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家庭の予防救急④
救急管理課救急推進係　☎（63）1146

転倒事故を予防しましょう！

転倒事故の起こる危険な場所
・敷居や、畳と板の間の境目の段差
・庭石やタイルの段差
・横断歩道の白線の段差
・道路工事で舗装しなおしたところと旧道路面との
　段差
・カーペットや布団の縁
・広告などが床に置いてある場所
・階段の最後の一段
・バスのステップ

女性相談員がＤＶ（夫や恋人など親密な関係にある男性から受
ける女性への暴力）被害や離婚等についての相談に応じます。

月～金曜日
午前８時30分～午後５時

結婚相談員が結婚に関する相談に応じます。月～金曜日
午前９時～午後４時 

 
國立惠俊☎（75）2399・石川岩男☎（62）4640
塚原芳和☎（62）9725・渡邉君子☎（64）8446

消費生活専任相談員が借金や訪問販売などに関するトラブル
など消費生活全般についての相談に応じます。

行政相談員が国・県・市などの行政に関する相談に応じます。 

日常生活上の悩み等の相談は、毎日相談員が受けています。

司法書士・土地家屋調査士が、相続・登記の手続き、境界測量、
家屋の新築等に伴う登記等に関する相談に応じます。 

※法律相談の予約は、11月２日分は10月９日（火）、11月９日分は
10月15日（月）、11月16日分は10月22日（月）から受け付けます。 

弁護士が専門相談に応じます。 

市政への提案や市の仕事についての意見・要望をお寄せくだ
さい。  

 

 

 

 

市民活動支援課
総務係
 ☎（６３）２１２２ 

人権推進課
 ☎（６３）８３５１

消費生活センター
 ☎ （６３）３３１３
ＦＡＸ（６３）３３１４ 

広報広聴係
 ☎ （６３）２１２８ 
ＦＡＸ（６３）２２９２

10月の市民相談カレンダー
と　　　き と  こ  ろ 内　　　　　容

法律相談
（予約制）

登記相談
（予約制）

市民生活相談

行政相談

消費生活相談

市政への
意見や要望

教育相談

青少年相談

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時

市役所
本館３階

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時

月～金曜日
午前９時～午後４時 

午後１時30分～３時３０分
10月19日（金）  

市民情報センター
１階
粟野コミュニティ
センター 

10月16日（火）  

11月２日（金）・９日（金）・
16日（金）

司法書士
午後１時３０分～３時３０分

午後１時３０分～４時３０分

土地家屋調査士
午前１０時～正午 市役所

新館２階
22番窓口 

市役所
新館２階
21番窓口 

市役所
新館２階
20番窓口 

人権擁護委員が結婚・離婚・家族・相続・いじめなどについて
相談に応じます。 人権相談

女性相談
人権推進課
 ☎（６３）８３５2

結婚相談

午前10時～午後３時 
10月11日（木）  

子どもや青少年の悩み、非行に関する問題、地域の青少年に悪影
響を与える社会環境浄化に関する問題などの相談に応じます。 

青少年指導センター
 ☎（６３）８３２４ 

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時

市民情報センター
４階 

 外国人相談
日常生活の中で困っていること、聞きたいことなどをスペイン語、
ポルトガル語、日本語で相談を受けます。市役所窓口での通訳も
します。（スペイン語・ポルトガル語）

市国際交流協会
 ☎（６３）2264

月～金曜日
午前９時～午後５時

市役所 本館3階
国際交流協会

集団不適応、いじめ、不登校、発達の遅れ等の相談に応じます。
 （電話による相談も予約制で受け付けます） 

教育相談室 
 ☎（６３）８３３１ 

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時

総合教育研究所
分室

こく りつ けい しゅん 

問い合わせ

県交通事故相談員が相談に応じます。交通事故相談
（予約制） 午前１０時～午後３時 

10月１日（月）・11月５日（月）

10月の市民相談カレンダー

１0月【水道】土・日・祝日の修理工事当番店
6（土）㈱ 横 山 設 備 ☎（72）0262

7（日）㈲ 住 光 社 ☎090（3245）1567

8（月）㈲シオザワ設備工業 ☎（65）0517

13（土）山 野 井 設 備 工 業 ☎（62）1897

14（日）安 生 設 備 工 業 ☎（63）2496

20（土）㈲ 石 島 商 店 ☎（65）1598

21（日）㈲ 石 田 商 店 ☎（77）2022

27（土）㈲ 宇 賀 神 住 設 ☎090（3539）4949

28（日）カシワレジン工業㈱ ☎（65）1208
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財源確保のために広告を掲載しています。

展覧会やイベントをお知らせします。川上澄生美術館川上澄生美術館

A
L
W
A
Y
S…

日
本
の
懐
か
し

い
街
へ
会
い
に
行
こ
う
！

　
こ
の
秋
、
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
は
「
山
高 

登 

展 ―

懐
か
し
の
都
市
風
景―

」
を
開
催

し
ま
す
。
山
高
登
氏
は
１
９
２
６
年
東
京
生

ま
れ
、
神
奈
川
県
在
住
。
出
版
社
在
職
中
に

木
版
画
を
始
め
、
懐
か
し
い
日
本
の
風
景
を

木
版
画
に
刻
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
急
速
に
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
、
美
し
い
日
本
の
風
景
を
テ
ー
マ
に

し
た
木
版
画
・
ガ
ラ
ス
絵
が
ず
ら
り
と
並
び

ま
す
。
人
情
味
あ
ふ
れ
る
東
京
の
下
町
や
路

地
の
風
景
が
中
心
で
す
が
、
鹿
沼
市
民
に
と

っ
て
馴
染
み
の
深
い
「
鹿
沼
の
秋
祭
り
」
を

描
い
た
作
品
（
図
版
）
も
あ
り
ま
す
。

　
街
並
み
の
変
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
山
高
氏
の
よ
う
に
、

木
版
画
に
都
市
風
景
を
留
め
て
い
く
と
い
う

姿
勢
は
、
昔
の
姿
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
財

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
は
、
ぜ
ひ
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
山
高
ワ
ー
ル
ド
を
体
感
し

て
く
だ
さ
い
！

学
芸
員
　
臼
井
　
佐
知
子

美
術
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
山
高 

登 

展 ―

懐
か
し
の
都
市
風
景―

」

と
　
き
　
10
月
６
日
（土）
〜
11
月
４
日
（日）

と
こ
ろ
　
１
階
展
示
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

開
館
20
周
年
記
念
特
別
企
画
展

「
川
上
澄
生
と
棟
方
志
功 

日
本
版
ル
ソ
ー
と

ゴ
ッ
ホ
の
対
決
」

と
　
き
　
10
月
６
日
（土）
〜

　
　
　
　
平
成
25
年
１
月
14
日
（
月
・
祝
） 

と
こ
ろ
　
２
階
展
示
室

※

10
月
20
日
（土）
午
後
２
時
か
ら
学
芸
員
に
よ

る
作
品
解
説
が
あ
り
ま
す
。
企
画
展
チ
ケ

ッ
ト
が
必
要
で
す
。

山
高
　
登
《
鹿
沼
の
秋
祭
》

二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
）

28.0×

38.5
㎝

や
ま 

た
か

の
ぼ
る
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1
05

G・A・L・L・E・R・Y

　
栄
町
１
丁
目
に
お
住
ま
い
の
横
山
サ

チ
子
さ
ん
の
ミ
ニ
着
物
を
紹
介
し
ま

す
。

　
お
母
さ
ん
の
形
見
の
着
物
を
、
何
年

も
た
ん
す
の
中
に
し
ま
っ
た
ま
ま
で
は

も
っ
た
い
な
い
と
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
着

物
を
作
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

「
身
近
に
飾
る
こ
と
で
、
思
い
出
が
よ

み
が
え
り
、
と
て
も
懐
か
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
」
と
優
し
い
笑
顔
で
話
し

ま
す
。

　
１
着
の
着
物
で
３
、
４
着
作
る
こ
と

が
で
き
る
ミ
ニ
着
物
は
、
高
さ
50
㎝
程

度
の
小
さ
な
作
品
。
一
針
一
針
、
手
縫

い
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
華
や
か
で

大
き
な
柄
の
も
の
は
、
小
さ
な
着
物
に

配
置
を
し
直
す
の
が
と
て
も

難
し
い
そ
う
で
す
。
元
の
着

物
の
イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
な
い

よ
う
に
気
を
配
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
友
人
や
知
り

合
い
か
ら
、
思
い
出
の
着
物

を
ミ
ニ
着
物
に
仕
立
て
直
し

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
着
て
い
た
人

の
思
い
や
人
柄
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
仕
立
て
て
い
く
と

い
う
横
山
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
思
い
出
の
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
ミ
ニ
着
物
を
作
っ

て
、
皆
さ
ん
を
喜
ば
せ
て
く

だ
さ
い
。

ギャラリー１０１０ 万 人 の万 人 の

横
山
サ
チ
子
さ
ん
の「
ミ
ニ
着
物
」

▲


